




利　用　上　の　注意

1　この索引の目的

　　この索引は、明治以降の日本経済の実証分析を目的とした文献、’および分析のため

　　の基礎資料と理論的方法にかんする情報を含む文献を選択し、内外の日本経済研究

　　者の利用に供することを目的としている。

亙　収録の範囲および基準

　　この索引に収録する文献の範囲は以下のような方針によって定めた。

　1　日本経済の実証分析を目的とした文献については、日本および外国の図書・論文・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
　　　モノグラフ・学会展望・国際会議・議事録など，できるだけ広く採録することに

　　　つとめた。

2　日本経済分析のための基礎資料については、次の方針によった。

　　a　一般的な年鑑、統計年報等の統計資料は採らなかった。ただし、統計資料を利

　　　　用するための参考図書、例えば分類表、個々の統計調査の手引、調査の改訂、

　　　　指数の改正などの案内などは採るごとにっとめた。白書は採録した。

　　b　実証分析のための理論的方法にかんする丈献は日本文献に限った。外国文献に

　　　　ついては、すでにすぐれた索引が発行されているからであるδ（ただし、．姦2

　　　　はまだこの方針によっていない。菰3より、さかのぼって採録する予定であるD

3　著作目録・研究文献目録・文献サーヴエー・書評論文はできるだけ採ることに○

　　　とめた。書評は採らなかった。

4　地方出版物については、我々の文献センターの収集体制がまだ充分でないので、

　　　地方の主な大学・研究機関・調査機関の出版物と機関誌の論文に重点をおいた。

　5　外国語文献のばあい牡、外国人の日本経済研究者が利用することを考えて選択の

　　　範囲を若干拡大した。

正　記載形式について

　　記載形式は、原則として経済資料協議会編集の「経済学文献季報」によった。

　1　雑誌論文は著者名，論文名，雑誌名，巻号，頁～頁，日・月・年の順に記載した。

　　　巻号および年。月・日の略記号は次のようにした。

　　　　1968年5月発行の20巻1号の雑誌の10頁から25頁に掲載論ヌのばあい

　　　　20（1），10～25（5，1968）



　　　　20巻3号と4号の合併号のばあいは、

　　　　20（3／4）とした。

　　　　固刊，半月刊のばあいは、発行日を発行月の前に入れ、

　　　　1968年1月15日発行のものは（15，1，1968）とした。

　2　単行書のなかの論文は著者名，論文名，単行書名（「　」に入れて示す），頁～

　　　頁とした。

　3　単行書・資料は著者名，書名，発行地，発行所，発行月・発行年，頁，シリーズ

　　　名・定価（市販のばあい），とした。

　4　2人以上の著者の著作で、執筆分担の確認できるぱあいは、その著作の目次を掲

　　　載した。

IV分類について
　1　ヒの索引の分類表は「日本経済統計文献センター分類表、昭42」の大綱目にし

　　　たがって、別記のように定めた。各大綱自にどのような主題が含まれるかを明ら

　　　かにするために、参考として同分類表の主綱表を掲げた。

　2　複数の論文からなる図書、例えば論丈集などは、単行書として分類する他、論文

　　　毎に各分類項目にいれた。ただし、講座類の論文のように内容が同一主題のばあ

　　　いは、内容を掲載するのみにした。

V配列にっいて
　1　各分類項目のなかの文献の配列は著者名のアルファペツト順（ヘボン式）によっ

　　　た。著者名のないもの、および座談会の記事は、論題のアルフアベット順により、

　　　著者名配列のなかに組入れた。

　2　単行書と資料は＊印をつけ、単行書のなかの論文は†印をつけて区別した。
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分

A　総　　記

B　科学総論

c　経済理論

D　統計学統計資料

Eり日本経済史

E2日本経済論　日本経済分析r般

F　経済の主体と環境

G　社会経済体制

H　国民経済循環の構造

」　生産の資源

K　生産と生産活動

　K1生産と生産性

　K2産業構造　産業組織

　K5個々の産業

　K5A農　　業

　K5B林　　業

　K3C漁　　業

　K5D鉱　　業

　K5E建設業
　K5F工業製造業

　K5G商　　業

　K5H　エネルギー産業

　K5」運輸交通

　K5K通信業
　K5Lサービス業

L　企業経営

M　国民所得の分配と支出

N　財　　政

P　貨幣金融保険

Q　価値　価格　物価

R経済変動

s　国際経済

類
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A　総

　Al

　A2

　A3

　A4

　A5

　A6

　A7

　A8

　A9

日本経済統計文献センター分類主綱表

　　記

図書館

図書学　書誌学

情報科学　情報管理

参考図書

論集　評論　随筆　雑記

学会　団体　会議　研究機関

研究法　指導法　研究案内

双書　講座　全集

稀書
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文化一般

B　科学総論

　B1　自然科学

　B2　人文科学

　B3　社会科学

　B4　行動科学

　B5’歴史学

社会工学

G　社会経済体制

　G1　社会経済体制一般

　G2　資本主義経済体制

　G3　社会主義経済体制

　G4　戦争経済

比較経済体制

経済政策

計画経済

H　国民経済循環の構造

C　経済学

　c1　経済学史

　σ2　経済学方法論　経済哲学

　C3　経済分析の方法

D　統計学　統計資料

－
（
∠
Z
J
」
4

D
D
D
D

統計理論と方法

応用統計学

統計制度

統計資料論　統計資料

E　経済史

－
（
∠E
E

　　経済事情

経済史
経済事情

Hl

H2

H3

H4

H5

国民経済循環　国民経済計算

国富　国民貸借対照表

産業連関表分析

資金循環表分析

国民経済バランス論

J　生産の資源

」1

」2

」4

」4

J5

生産資源一般　資源論

自然資源

人　　口

労　　働

科学技術

　　K　生産と生産活動

　　　K1　生三産とZ主産性

　　　K2　産業構造　産業組織
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K3　個々の産i業

　K5A　農

K5B
K5c
K5D
K3E
K3F
K5（｝

K3H
K5J
K3K
K5L

　　　業

林　　業

漁　　業

鉱　　業

建設業

工業製造業

商　　業

エネルギー産業

運輸　交通

通信業
サービス業

Pl

P2

P5

P4

P5

P6
P7

P8

貨幣理論　金融理論

通貨金融史　通貨金融事情

通貨金融政策　銀行政策

金融制度　貨幣制度

金融市場　資本市場

銀行　金融機関

産業別金融

保　　険

Q　価値　価格と物価

　Q1　価値理論　価格理論　交換論

　Q2　物　　価

　Q5　個別価格

L　企業　経営　会計

　L1　経営学　企業経済学

　L2　経営史　経営事情

　L4　企業経済

　L5　経営管理

M　国民所得の分配と支出

　M1　国分所得の分配

　M2　国民所得の支出

N　財　　　政

　N1　財政理論

　N2　財政史財政事情

　N3　財政政策　財政行政

　N4　財政制度

　N5　国庫経費と財政収入

　N6　公　　債

　N7　官業　国有財産　専売

　N8・地方財政

R　経済変動

Rl

R2

R5

R4

R5

R6

経済変動の理論

経済成長　経済進歩

構造変動　国民経済構造論

長期変動

景気変動　景気循環　恐慌

景気予測　景気変動の計量分析

s　国際経済

　s1　国際経済

　S2　国際収支

　s5　外国貿易

　S4　国際通貨

世界経済

国際金融

p　貨幣　金融　保険



編集係より

1　「索引工2」齢届けしま主％2は1968年3月～5月の発行日

　　付をもつ図書・論文および1月～3月の洩れを収録しました。

2　磁2は雁’1の利用者の意見によって若干の改善をしました。

　i　白書類、統計資料の利用の手引、および官庁統計調査部による統

　　　計調査の結果の分析を追加した。

　五　市販の単行書に定価を入れた。

　血論文が標準カード（12，5㎝×ス5c尻）に貼れるように左右をつ

　　　めた。

3　本号には間に合いませんでしたが、菰3に「採録雑誌一覧表」およ

　　び各号に「本号採録誌名巻号リスト」をつける予定です。

4　採録の基準については、分析のための理論むよび経済史の論文をど

　　こまで採録するかなど多くの利用者から質問をいただきました。こ

　　の問題は非常にむつかしい問題ですが、早急に明確にするつもりで

　　おります。

5　著者索引をつけるようにという要求がありましたが、年間累積版を

　　作成する予定でおりますので、著者索引はその際つけるつもりでお

　　ります。その代りに．核3からはできるだけ分出を多くして行くつも

　　りです。

6　この「索引」はなお多くの採録洩れやミスがあると思いますが、利

　　用者のご注意により更に改善して行きたいと思っております。

　　　　　ご滝見は　　　　編集係　　細　谷　新　治

　　迄拾知らせ下さいますようお願いいたします。

　　　　　　　　　　vi



日本経済分析文献索引

第　1　部 日　本　文　献

B　科学総論

庄司興吉：日本社会科学史におけるマルクス主義と近代主義一ひとつのプロブレマーテ

　ィクー7思想　（524），22～46（2，1968》

C　経済理論

審日高　普；林’健久；桜井　毅；渡辺　寛；鈴木　博：日本のマルクス経済学一その

　　歴史と論理一下，東京　青木書店　1　1968．298P．　￥850
　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
＊篠原三代平；林　栄夫；宮崎義一編集：近代経済学講座　基礎理論篇　4　成長と循

　　環・，東京　有斐閣　4，1968．304P，　￥620

　　内　容

　　第1部　　経済成長

　　　第1章　経済成長の基本問題　　　　　　　　　　　　　　　　　坂　太　二　郎

　　　第2章　経済成長と資本蓄積　　　　　　　　　　　　　　　　　荒　　　憲治郎

　　　第3章経済成長と貿易　　　　　　　　　　　　　　　小島　　清

　　第2部　　景気循環

　　第1章　景気循環の種類と過程

　　第2章　景気理論の諸形態

　　第3章　巨視的慶態論

　　第4章　在庫循環

　　第5章景気変動の国際的波及

　　第5部　　予測と政策

　　　第1章　経済予測

　　第2章成長・循環と財政・金融

＊数量経済共同研究

　　経済研究プロジエクト　4，1968．

＊数量経済共同研究会議事録

　　エクト　4，　196a　g瓦
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昭和42年度定例研究会議事録，東京

　　　　　　　　　　22P．

　　　　第4回，東京　一橋大学経済研究所数量経済研究プロジ

　　　　　　（数量経済研究シリーズ　石32）

　　　　　　　馬　場　正　雄

　　　　　　　林　　　栄　夫

　　　一橋大学経済研究所数量

（数量経済研究シリーズ　石51）
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＊都留重人監修：新しい政治経済学を求めて　皿，東京

　　575P　　「｝ζ960

　　内　容

　　第一部　現代資本主義の諸問題

　　　1　「資本」にょる「市場」の包摂

　　　　　コメント

　　　亙　恐慌史方法ノート

　　　　　コメソト

　　　皿　寡占企業と経済成長

　　　　　コメント

　　第二部　社会保障と水の政治経済学

　　　］y　戦後日本における社会保障の所得再分配効果

　　　　　コメント

　　　V　水の政治経済学（一）一水の商品化とその価格形成一

　　　W　水の政治経済学（二）一水道料金の問題点一

　　第三部　社会主義国および後進国の問題点

　　孤　経済改革と価値法則の問題

　　　　　コメント

　　皿　後進国経済発展の阻害要因

　　　　　コメント

D　統計学　統計資料

勤草書房　4，1968．
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　安藤鎮正：小票法（個票法）の系譜覚え書一明治期の実務的統計技術史に関する若干

　　の資料について一；統計局研究彙報（17），1～58　（5，1968）

＊行政管理庁統計基準局：日本統計月報　資料解説編　昭和45年，東京　日本統計協

　　会1，1968．180R冨500
＊経済団体連合会：民間統計調査資料一覧　付録「官庁統計調査資料一一覧」，東京　同

　　会　　1，　1968．　557P．　　￥800

十木村太郎：統計生産の歴史的諸形態について．「現代の経済と統計　蜷川虎三先生

　　古稀記念」巳57～75

　内藤　隆：昭和45年における農林統計調査の課題；農林統計調査　18（1），

　　10～15（1，　1968）

　中島康典：時系列統計間の相関係数について一全国市街地価格指数に関連して一；不

　　動産研究　10（2），112～117（4，1968）
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†中村　浩：国民所得統計の正確性について，　「現代の経済と統計　蜷川虎三先生

　　古稀記念」耳91～108

＊蜷川虎三先生古稀記念論文集編集委員会：現代の経済と統計　蜷川虎三先生古稀記念

　　東京　有斐閣　5，1968．402巳　　￥2，000

十二塚正也ニマーケティングにおける統計の作り方使い方一或る合繊メーカーの一担当

　　者のメモより一，「現代の経済と統計　蜷川虎三先生古稀記念」　P．135～157

　農林統計はいかにあるべきか近藤康男教授に聞く　聞く人岨常次郎；豊田　尚

　　〔1）；〔巫〕；農林統計調査　18（1），26～51；18（3），57～

　　63（1；3，　1968）
†大橋隆憲：戦後日本の階級構成と最高経営者層中核部，「現代の経済と統計　蜷川虎

　　三先生古稀記念」　P．205～238

＊通商産業省：原材料消費・原材料在庫・生産能力・稼働率指数の改訂について．　東

　　京　同省　5，1968．65E
＊通商産業省：生産・出荷・在庫指数の改訂について，　東京　同省　1，1968．

　　57E
＊通商産業省大臣官房調査統計部工業統計課：工業統計調査用　産業分類，東京　大蔵

　　省印刷局　5，　1968．　155E　　冨150

＊通商産業省大臣官房調査統計部統計解析課：鉱工業生産指数等の季節変動調整方法に

　　ついて，東京　産業材料調査研究所　5，　1968．76R　（統計解析シリーズ

　　菰9）

　E1　日本経済史

†川浦康次：「厳マニユ時代説」の現代的意義，「高橋幸八郎；古島敏雄編：近代化の

　　経済的基礎　大塚久雄教授還暦記念　1．東京　岩波書店　4，1968．」

　　P．497～515
＊大江志乃夫：日本の産業革命．東京　岩波書店　4，1968．576⑨17R

　　￥500
＊高橋亀吉：日本近代経済形成史　第一～三巻．東京　東洋経済新報社　5；4；

　　　6，1968．520，5；400⑨10；973，12E　5冊冨1，400；
　　￥1，6　0　0　：冨2．0　0　0

十高橋幸八郎：ジヤコビニスムと日本の歴史学．「高橋幸八郎；古島敏雄編：近代化の

　　経済的基礎　大塚久雄教授還暦記念　1，東京　岩波書店　4．1968．」

　　　1～555～552
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十津田秀夫：「世直し」の社会経済史的意義，「高橋幸八郎；古島敏雄編：近代化の経

　　済的基礎　大塚久雄教授還暦記念　1，東京　岩波書店　4，　1968．」

　　E．467～496

　E2　日本経済論　日本経済分析一般

　力石定一：金戦争の中の日本経済；展望（115），51～56（5，1968）

　激動する世界経済の中の日本（特別対談）：下村　治；小宮隆太郎；東洋経済

　　（5405），　4～20（8，　5，　1968）

　橋本彦三二東海地方経済の特色と発展方向；調査月報（長銀）（105），　15～

　　69（5．　1968）

＊旗手　勲：戦後日本における経済構造の変貌一統計資料の分析を中心に一（調査資料

　　67－4），東京　国立国会図書館調査立法考査局　5，1968．107，

　　8P
　八田　薫：九州経済の現状と開発について；西南学院大学経済学論集　2（2），1～

　　16　（3，　1968）

＊北海道企画部：北海道経済白書　昭和42年度版　一均衡発展への課題一，東京　全

　　国官報販売協同組合出版部　3，1968．509P．　￥600

　堀田俊彦｝伊達泰香；白川　進：45年度経済の焦点；通商産業研究　　15（1），

　　106～141　（2， 1968）
　石黒隆司：日本経済の潜在生産カーWharton　School方i式、稼働率指数の作成と

　　その検討一；調査月報（開銀）　16（10），　5～45（1，　1968）

　金森久雄：日本経済に不安はない　一思いきった成長政策をとれ一；エコノミスト

　　46（16）．　2三56～242（20，　4’　1968）

　三菱経済研究所：ドル防衛下の日本経済　一現状と展望一；経済予測四季報　1～

　　60　（1，　1968）

　三輪悌三：日本経済の発展と見通し　一アレン教授の分析と勧告一；金融界　20

　　（5），　42～47（5，　1968）

　宮崎義一：ドル危機と日本資本主義；世界　（269），28～45（4，1968）

　沖縄白書　現状と復帰への展望；法律時報　臨時増刊　40（4），1～535

　　（5，　1968）

＊大来佐武郎：日本経済のビジヨン　ー豊かな社会への課題一，東京　ダイヤモンド社

　　4，　1968．217P．　￥350
　瀬戸内経済の現状とその動向；調査月報（神戸銀）（506），　26～39

　　（　2，，　1　96　8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－4一



　シンポジウム　日本経済はこれからどうなる：エコノミスト　46（16）、　194

　　～235（20，4，1968）
　　報告　中期循環からみた日本経済と世界経済篠原三代平　R194～205

　　討論　熊谷尚夫（司会）篠原三代平；内田忠夫；今井則義；竹中一堆

　　第一部　中期循環論の諸問題　R206～225

　　第二部　日本の景気をどうみるか　P226～235

　高内俊一：沖縄経済の現実　（上）軍事基地が最大の産業；（中）高度成長のヒズミ

　深刻化；（下）復帰への不安と模素；エコノミスト　46（19），48～55；

　　46（20），　56～61：46（21），　64～69（7，　5；14，　5；12，

　　5，1968）
＊時子山和彦1日本経済の計画モデル．東京　一橋大学経済研究所数量経済研究プロジ

　　エクト　4，1968．11B（数量経済研究シリーズ　．修29）

　特集　日ソ経済学者東京シンポジウム戦後世界経済の方向と計画第遭部　日本経

　　済の成長と経済計画；経済評論　17（6）。　82～15g（5，1968）

　　戦後日太の経済計画　中村隆英　P．82～96

　　（討論）　中村隆英；尾上久雄｝内田忠夫；山田勝次郎；ハチャトウーロブ；

　　パブロフ　P．97～109

　　日本資本主義の国際的地位　柳田　侃　巳．110～124

　　（討論）　柳田　侃；都留重人；長洲一二；ハチャトウーロフ；イノゼムツエフ；

　　ノくヴロフ　　P．1　25～1　29

　　日ソ経済関係の問題点と展望（討論）　ペトロフ；大橋周治；柳田　侃；大来佐武

　　良13　P130～159

＊東洋経済編：日本経済読太，　東京　東洋経済新報社　4，1968．285，8E

　　（東洋経済読本シ、）一ズ1）￥　500

　山崎　衛：昭和43年度日本経済の展望；通商産業研究　16（1），8～24

　　（　2，　1　968）

F　経済の主体と環境

＊青木虹二編：日本労働運動史年表　く第一巻〉　明治大正編，　東京　新生社

　　5，　1968．　844P　　￥　 ろ．500

　花島政三郎：戦後の社会保障をめぐる新聞論調と世論一一日刊紙の分析一；社会保障

　　研究　5（4），45～56（5，1968）
　菱沼貞雄：公害とその規制措置一公害問題　その1－；不動産研究　］0（1），

　　6…5～89（1， ↑968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－5一



　経済統計課労働組合係：労働争議の動向一42年労働争議統計調査結果より一；労働

　　統計調査月報　20（5），22～26（5，1968）

　経済統計課労働組合係：労働組合組織の現状一昭和42年労働組合基本調査結果一；

　　労働統計調査月報　 20（2），　19～24（2，　1968）

　小山路男：医療保険改革案の背景一昭和36～42年の概観一；経済と貿易　（96），

　　33～50（3，　1968）

　松隈芳男：社会政策の機能と本質一岸本理論批判一；北九州大学商経論集

　　3（3／4），　27～45（5，　1968）

　松本浩太郎：農民年金と国民年金一年金権の確立のために一；国民生活研究　ア（3），

　　24～56（4，　1968）

＊文部省：わが国の私立学校　昭和42年版，　東京　大蔵省印刷局　4，1968．

　　274R．　「￥250

　諸富忠男：公害対策基本法と今後の産業公害対策　五；水利科学　11（6），

　　70～82（2，　1968）

　村上清：企業年金の諸問題；社会保障研究　3（4），12～21（5，1968）

＊中村正又：社会保障概論．　東京　日本評論社　2，1968．191，15R

　　冨600
＊日本地誌研究所：日本地誌　第6巻　群馬県・埼玉県，青野寿郎；尾留川正平責任編

　　集，　東京　二宮書店　4，1968．470E　　茎4，500

＊日本科学史学会1日本科学技術史大系　第11巻・自然，

　　3，　1968．　649R　　「￥5，500

　　第1章　幕末・明治初期の自然の理解と記述

　　第2章　地誌編纂と国際協力

　　第5章　明治の探検

　　第4章　明治・大正の災害と自然調査事業の発展

　　第5章　冷害の克服

　　第6章　関東大震災

　　第7章　資源の調査と開発

　　第8章冷害・火災・台風

　　第9章　日本人の食生活と栄養

　　第10章日本の風土の認識

　　第11章　自然の異変とその影響

　　第12章　昭和の探検時代

　　第15章　開発と自然災害

　　第14堂　伊勢湾台風

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一6一
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　　第15章　風土病と疫学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西　　　三　郎

　　第16章自然の保護　　　　　　　　　 沼田　真
　　第17章　戦後の地域開発・資源・災害問題　　　　　　　　　　奥　田　　　閨

　　　　　　　年表

　　　　　　　参考文献目録

　日本工業立地センター1公害の被害救済に関する法的研究一産業公害問題法理研究委

　　員会第2次研究報告一；工業立地　7（5），4～17（5，1968）

　日本工業立地センター：公害の紛争処理に関する法的研究一産業公害問題法理研究委

　　員会の研究第1次報告一；工業立地　7（2），4～14（2，1968）

　西岡孝男：労働組合法案と資本家団体一大阪工業会を中心に一；日本労働協会雑誌

　　（　1　09），　　1　9～29（4，　1　968）

　農村家族における児童養育費の研究　（1）～（皿）；社会保障研究　5（4），57～99

　　（5，　1968）

　　（1）　家族周期からみた生活構造の分析を中心に　森岡清美　P57～70

　　（H）　家族周期からみた家計分折を中心に　前田正久　P71～83

　　ω　栄養分折を中心として　長嶺晋吉；磯部しづ子；山川喜久江　互84～99

＊労働運動史料委員会：日太勇働運動史料　第三巻，　東京　労働運動史料刊行委員会

　　2．1968．605P（会員頒布）

　3周年記念シソポジウム特集；社会保障研究　別冊（14）．3～71（5，1968）

　　〔第1部〕

　　　社会保障と労働　王5～9　　　　　　　　　　　　　　　　　大河内　一　男

　　　社会保障と経済P10～15　　　　　　　都留重人
　　　コメント216～19　　　　　　　　 嶋田啓一郎

　　　コメントP19～21　　　　　　　　　富永健一
　　　コメントE21～2ろ　　　　　　　　　加藤　寛
　　　一般討論　P23～ろ1

　　〔第2部〕

　　　社会保障の拠出と給付一とくに社会保険を中心として一　R32～48

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小山路男

　　　社会保障の拠出と給付一イギリスにおける医療保険の歴

　　　　史を中心として一　P49～55　　　　　　　　　　　　　小　川　喜　一

コメント

コメント

コメント

ー般討論

P56～58
e58～60
R60～62
P62～71
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＊戦後労働運動の展開過程　社会政策学会年報　第15集，

　　4，　　1　968．　21　0R　　　　「冨60　0

　　内容

　　第一部　労働運動の潮流

　　　1　戦後段階における日本労働運動の基本的特徴

　　　亙　〈コメント〉方法論をめぐって一民主主義運動と社会

　　　　　主義運動の関係一

　　　皿　運動史のなかの総評

　　　W　産業別組合と労働運動

　　　V　〈コメント〉産業別労働組合論に関する一つの論点

　　　珊　戦後労働組合運動の国際的連帯関係

　　第二部　地方労働運勤の動向

　　　1　戦後の兵庫県地方の労働運動一地域性の視点から一

　　　皿　愛媛の労働運動

　　　皿　くコメント〉地方労働運動史研究の方法と課題

　　第三部　時期区分

　　　1　戦後労働運動史の時期区分について

　　　亙　〈コメソト〉時期区分論の課題

　正田誠一；三好正巳：

　　業労働研究所報　（44），　1～12（5，1968）

　平　　実：国家独占資本主義と社会政策の課題；経済学雑誌

　　（4，　1968）

　　（執筆者　清水良平），東京　同会　　3，　1968．　58E

　　7）

＊統計研究会公害研究委員会：公害研究委員会研究報告書

　　会　5、1968．51P．　（公害研究資料　11）

　特集　社会保障；月刊総評（131）．　10～45（5．1

　　1　老後保障の問題点　R↑0～22

　　2　労働災害の現状とその対策一労災補償引き上げのたたか

　　　　㌧、一　｝…25～65

　　5　生命と健康をまもるたたかい一医療保険抜本改悪を阻止

　　　　するために一　E53～45

東京　御茶の水書房

栗　木　安　延

渡　部　　　徹

清　水　慎　三

笹　木　　　弘

高　梨　　　昌

中　林　賢二郎

堂　面　秋　芳

星　島　一夫

西　村　裕通

塩　田　庄兵衛

田　沼　　　肇

　　　　　　　　　　　社会政策と労働問題一国家独占資本主義社会政策論序説一；産

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　58（4）．1～24

＊統計研究会環境衛生研究委員会：環境衛生営業における労働力の就業状況について，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（環境衛生研究資料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和42年度，　東京　同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　藤　武　男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信　太　忠　二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎　藤　定信
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　特集・転換期の社会保障；B本労働協会雑誌　（110），り～60（5，1968）

　　提言　社会保障と生産性　E1　　　　　　　　　　　　　　　　　山　田　雄　三

　　社会保障制度の転換と政策の混迷　R2～9　　　　　　　　　佐　口　　　卓

　　社会保障再分配効果の展開過程一三十年代の反省と現在の課

　　題一P10～19　　　　　　　　　　地主重美
　　労働保険論の台頭　P20～28　　　　　　　　　　　　　　　近　藤　文　二

　　「年金スライド制」の意味するものP29～37　 高橋武
　　医療保険の抜本改正一背景と問題点一　R38～45　　　　　　小　山　路　男

　　社会保障の将来（座談会）　R46～60　　　高　橋　長太郎；大　熊　一　郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江見康一一；肥後和夫

＊都留重人編：現代資本主義と公害，　東京　岩波書店　5，1968．385，

　　15P　　￥500
　　内容

　　第一章　現代資本主義と公害

　　　1　公害とは何か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都　留　重　人

　　　2　日太資本主義と公害　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　本　憲　一

　　第二章　日本の公害

　　　1　企業と公害　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　本　憲　一

　　　2　都市と公害　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柴　田　徳　衛

　　　5　その他の公害　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　森　　　武

　　第三章公害による損失

　　　1　国民経済への影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　柴　田　徳　衛

　　　2　公害と健康　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄　司　　　光

　　　3経済的損失　　　　　　　　　　 柴田徳衛
　　第四章　責任と費用負担　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都　留　重　人

　　第五章　対策とその問題点　　　　　　　　　　庄　司　　　光；柴　田　徳　衛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮本憲一；戒能通孝

　　第六章　国民の意識と運動　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　森　　　武

　鶴見和子：家族における婦人の役割変化（上）；（下）一戦中・戦後の比較一；

　　思想　（525），　49～64；（527），　114～134，（3；5，

　　1968）
＊渡辺悦次；高橋敦子編：戦後労働組合史文献目録「労働資料」別冊　石35／68．

　　4），東京　日本労働協会労働図書館　4，1968．47P

　山田三郎二最近における日本の東南アジア経済研究：　東洋文化　（45），7り～

　　76（39　1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一9一



柳　春生：労働運動と労働時間短縮の問題（2）｝産業労働研究所報　（45），1～

　14（3，　1968）

与田　征：健康保険組合論；社会保障研究　5（4），　2～11（3，1968）

G　社会経済体制

　阿部吉夫：農民系宗教の歴史と構造（5）一日本資本主義と天理教団一；経済論集（北海

　　学園大）（19），44～80（2，1968）

　平田　良：戦後日本国家独占資本主義分析の一視角；法経論集（静岡大学法経短期大

　　学部研究紀要）（24），　1～31（2，1968）

＊香西泰；土志田征一：政策効果の計量分析，　東京一橋大学経済研究所数量経済

　　研究プロジェクト　4、1968．31蛾　（数量経済研究シリーズ　雁27）

　水野正一：ポリシー・ミツクス：金融ジャー一ナル9（4），52～58（4，1968）

　中村尚美：平野義太郎「日本資本主義社会の機構」　（歴史の名著）；歴史評論

　　（212），　47～54（4．　1968）

†中村隆英：経済計画の性格と意義、［戦後二十年の経済政策一日本経済政策学会年報

　　XVI－1968」P．1～14
　中村隆英：戦後日本の経済計画：経済評論　1ア（6），82～96（5，1968）

＊日本経済政策学会；戦後二十年の経済政策一日本経済政策学会年報XVI－1968，

　　東京　動草書房　5，1968．202E　　Y　960
†野間俊威：社会経済体制「発展」の原理一最近におけるハイマンの所説を中心に一，

　　「戦後二十年の経済政策一日本経済政策学会年報XVI－1968」R33～45

　大石嘉一郎：山田盛太郎「日本資本主義分析」（歴史の名i著）；歴史評論（209），

　　58パ》65，　50（19　1968）

　大間知啓輔：国家独占資本主義の労働政策；北九州大学商経論集　3（5／4），

　　11～26（3，　1968）

　高橋悦夫：外務官僚の経済感覚一その二面性を分析する一；経済評論　17ζ4），85

　　～95（4，　1968）

十手嶋正毅：国家独占機構の形成・展開，「現代の経済と統計　蜷川虎三先生古稀記念］

　　R161～184
　特集・経済政策の理論と課題；国民経済（111），2～59（5，1968）

　　1　現代経済と価格機構　P2～25　　　　　　　　　　　　　竹　中　一　雄

　　丑現代産業と研究開発e24～41　　　　　　正村公宏
　　口　特恵関税と産業政策　e42～59　　　　　　　　　　　中　村　秀一郎
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特集　日本資本主義百年の条件：経済評論　17（5），39～131，

　（5、　1968）

　発足としての明治維新の性格　E59～48

　外国資本への対応と資本主義の育成　C49～59

　資本主義の発展と教育制度　R60～71

　寄生地主制の経済的機能　R72～82

　天皇制一富国と強兵をめぐって一　P85～92

　資本の性格と大正デモクラシー一高橋財政の構想に関連して一

　　1～95～105

　井上財政から高橋財政への転換　E106～116

　裏返し，明治百年　P117～121

　戦後日本経済の基底条件　R122～151

　戦時経済統制の形成過程一戦時国家独占資太主義の体系一

　　P．178～192

178～192

郎

道

臣
郎
夫

｝嘉
裕
宗
志
秀

石

塚

後

田
井

大
石
海
守
永

郎

清
夫
郎

民

　
丈
太

村

島

名
島

竹

大

新
名

安　藤　良　雄

都留重人：経済における人間の復位一変革のための四つの政策提言一；エコノミスト

　46（1ミ5），　40～59（2、　4，　1968）

山田弘史：佐藤首相の経済観一社会開発からドル防衛協力までの変転；経済評論

　17（4），72～82（4，　1968）

山越芳男：福祉国家論と増税論　1～3；自治研究　44（3），115～160；

44（4），87～104；44（5），101～112（5；4；5，↑968）

柳田　侃：日本資本主義の国際的地位；経済評論　1フ（6），110～124

　（5，　1　968）

H　国民経済循環の構造

＊阿部喜三：日太の国富，　東京　至誠堂　5．　1968．200P　（経済教室

　　22）　￥680

　回復期の北海道資金循環一41年度北海道マネーフロー分析一；調査月報（拓銀）

　　（で94），　55～46（4，　1968）

　能勢信子：社会会計の統合問題再論；経済経営研究年報　18（皿）．75～101

　　（5？　1968）

　坂太正ム：最近におけるSNA改訂の国際的動向；国民経済計算　（18），34～

　　51　（2，，1　968）

＊統計研究会都民所得研究委員会：昭和42・43年都民経済成長率の予測について、

　　東京　同会　2，1968．32P　（都民所得研究資料　25）

　　　　　　　　　　　　　　　　　－11一



1　生産の資源

＊有沢広巳；内藤　勝編：労働市場の長期展望，　東京

　　496R　 ￥1，900
　　内容

　　序又

　　総括

　　第1部労働力需給の現状と予測

　　　第1章　人口構造の変化と労働力の再生産

　　　第2章労働市場の構造分析一労働市場の性格とその展望

　　　第5章　労働力供給の予測

　　第亙部　労働需要の分析

　　　第4章　昭和50年代における雇用変動の産業連関分析

　　　第5章投資と労働節約

　　　第6章戦後日本の労働市場と雇用制度

　　第班部　労働供給と労働移動

　　　第7章　賃金上昇と農業限界生産力

　　　第8章　労働移動と転職希望

　　　第9章　労働力の就業構成における構造的変動一マルコフ過

　　　　　　　程分析による一

　　第W部　労働市場の分析

　　　第10章　構造的失業と積極的労働力政策

　　第11章　労働市場構造の一分析

　　第12章労働力移動と労働市場構造一昭和30年代における

　　　　　　　変化の実態分析

　第V部　賃金変動の分析

　　第15章　戦後における賃金変化率の分析

　　第14章賃金・生産性・物価の産業連関分析

　第竃部移行過程における労働経済の諸問題

　　第15章労働力配置の構造的諸問題

　　第16章　「労働力不足」についての一試論

東洋経済新報社　4，1968，

巳
勝

広沢
藤
有
内

一

郎

秀

陽
六
博

崎
谷
中

岡
保
田

三

郎
一

　

太
省
江
謙

野

村

林

市

辻

小

彦
旭

泰居

野

鳥
小

清　水　良　平

春

助
　
之
満
燈

毛

高
稲
尾

山　下　不二男

旭

三

　

省

野

野

小

市

次

英

又

隆

村

村

梅

中

＊浅田喬二：日本帝国主義と旧植民地地主制一台湾・朝鮮・満州における日本人大土地

　　所有の史的分析一，　東京　御茶の水書房　4，1968．289，4P

　　￥1，200
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　調査課：最近の労働経済の動向について一労働経済動向調査の結果概要一；労働統計

　　調査月報　20（5），4～8（5，1968）

　江田　忠：繊物企業における労働力の実態一「繊物の町」山形県米沢市の場合一；山

　　形大学紀要（社会科学）　3．（1＞，95～128（1，1968）

　藤堂　定：戦後の山地災害発生状況；水利科学　11（6），90～104（2，

　　1968）

＊藤本武：婦人の年令別雇用について，　東京　労働科学研究所　2，1968，

　　12R．（労研維持会資料　菰429、労務人事関係）

　船橋泰彦：所得水準の地域格差と労働力の地域的流動；研究所報　（大分大）》（2），1

　　～32（3、　1968）

　速水融；安元稔：人口史研究におけるFamily　Reconstitution；

　　社会経済史学3534（2），1～36（5，1968）

　林茂：最近における農家労働力流出構造の変貌とその問題5人口問題研究

　　（105），　21～51（1．　1968）

　樋口午郎：不動産の金融論的考察；不動産研究　10（2），60～66（4、

　　1968）
　北海道拓殖銀行調査部：人ロ，労働力その見通しと移動要因；調査月報　（拓銀）

　　（195），　57～62（5，　1968）

　本多秀司：農家就業動向調査と就業構造基本調査における労働異動の把握について；

　　統計局研究i彙報　（17），　39～54（5，1968）

　市野省三（調査課）：就業構造の長期変動一労働力転移表にょる変化分析一；労働統

　　計調査月報220（5），4～12（5，1968）

　井上文彦（調査課）：国際比較からみた女子労働力率の特徴一女子中高年を中心に一；

　　労働統計調査月報　20（4）？4～7，17（4，1968）

　石井啓雄：現在における耕作目的の農地移動；農林統計調査　18（3），46～53

　　（3，　1　968）

　化学同盟調査部：化学産業における臨時工・季節工・パートタイマー・嘱託の実態；

　　総評調査月報　 （19），　24～56（49　1968）

＊科学技術庁；科学技術白書一科学技術と経済社会一昭和42年版，　東京　大蔵省印

　　届‖局　 1ら　1968．　358R　　「￥700

　笠井章弘：日太経済における技術提携をめぐる諸問題（〈特集〉技術提携と独禁法）；

　　公正取引　（208），　7～11（2，1968）

　川崎逸郎：那須の地下水；水利科学　11（6》，49～62（2，1968）
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＊経済同友会：技術革新と経済・社会の変貌，　東京　鹿島出版会　2，1968

　　248P　「茎580
　　内容

　　第一部　日本の経済・社会の発展可能性と制約条件一日本の特殊

　　　　　　性とその分折　　　　　　　　　 内田忠夫
　　第二部　明日はどういう時代か一技術革新を中心にして一　　　　岸　田　純之助

　　第三部　技術変化の性格と動向予測

　　　第1章エネルギー革命　　　　　　　　 向坊　隆
　　　第2章資源革命　　　　　　　　　　馬場有政
　　　第5章　材料革命　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧　野　　　昇

　　　第4章生物学の進歩　　　　　　　　　　　　　　　　　丹　羽　小彌太

　　　第5章　化学工業と技術革新　　　　　　　　　　　　　　　神　原　　　周

　　　第6章情報革命とオートメーシ冒ン　　　　　　　　　　北川　敏男

　　　第7章　交通・輸送革命　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八十島　義之助

　　第四部日本の進むべき方向と経営者の役割一自らターゲプトを

　　　　　　示し，力を結集せよ一；　　　　　　　　　　　　井　深　　大

　経済企画庁：水資源開発基本計画書；水利料学　で1（6），105～113（2，

　　1968）
＊経済企画庁総合計画局：経済審議会地域部会報告検討資料集，　東京　経済企画協会

　　4，　1968．　554P，　　誓700

菊池修二；吉川忠雄；佐藤源蔵：農山村における土地および水資源の立地配置とその

　経済的研究一混牧林経営の実態調査一；東北開発研究　7（2），55～43（1，

　1968）
木許　旭（雇用統計課労働力需給第一係）：最近における労働移動の変化；労動統

　計調査月報　20（5），9～15（5，り968）

小林泰：首都圏における水資源の広域開発について；水利科学11（6），f～

　¶4（2， 1968）
国鉄労働組合：国鉄における労働時間の実態一これで安全輸送が果せるか一；総評調

　査月報　（16），2～15（1，1968）
小谷節男：技術革新の産業経済政策一新しい労働力の創出について一；社会学論集

　1（4），55～69（1， 1968）
雇用統計課労働力需給第1係：女子労働力の移動状況一昭和41年雇用動向調査結果

　より一；労働統計調査月報　20（2），10～14，51（2，1968）
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　釘宮保雄：大分県の人口，労働，物価，賃金∫研究所報（大分大）（2），216～

　　240（5，　1968）

　栗田明良：都市近郊野菜作地帯における農業労働の実態一経営「近代化」との関連に

　　おいて一；労働科学44（2），97～105（2，1968）

　栗幽栄治：労働力不足をカバーした労働生産性；通商産業研究16（2），61～72

　　（4，　1968）

　黒田俊夫：自然動態の逆転と人口移動一地域人口変動パターンの分折一5人口問題研

　　究（105），12～20（1，・1968）

　松本広治：羽越災害のあらまし；水利科学11（6），65～69（2，1968）

　嶺　　学：戦後労働経済分析の諸論点｛1｝一賃金形態論一；社会学論集1（4），54～

　　～54（f，　1968）

　永野不二二朗（雇用統計課）：建設業における労働力の流動状況一41年「雇用動向調

　　査」の結果から一一；労働統計調査月報　20（1），2り～26（1，り968）

　中楯興：吉原喜久一：漁業における労働災害の研究一以西底曳網漁業を中心忙一3

　　産業労働研究所報（45），48～55（5，1968）

　西川喬：治水長期計画の歴史（X「匠）；（X皿）：水利科学11（6），114

　　～154；12（2），　120～148（2；4，　1968）

　小川　登：労働経済論の方法一「賃労働の理論」の対象と方法一；経済論叢　101

　　（2）ヶ64ρ》82（2，　1968）

　大橋一雄二水稲作労働と労働時間一水稲作労働における労働科学的研究一5労働科学

　　44（5），258～275（5，1968）
†岡本清造：中小漁業雇用改善の基本問題一就業規則を中心に一，「現代の経済と統計

　　蜷川虎三先生古稀記念」　R275～505

　大河　寛：農地転換の一類型｝不動産研究　10（1），ろ8～45（1，1968）

＊労働調査論研究会：労働調査論研究会中間報告一労働調査の方法について一，　同会

　　3，　1968、　189R

　　内容

　　1

　　ウエプブの労働調査論一労働組合論を中心にして一　　　　　　　高　橋　克　嘉

　　ブースの・ンドン調査について　　　　　　　　　下田平裕身

　　々ルクスの労働調査論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栗　田　　　健

　　亙

大河内凋査論について

法社会学における調査論

舟橋論文について

藤

原
橋

兵

氏

高

　創
正治郎

　　況
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産業社会学の労働調査論

皿’

調査論についての私見

コメント

コメント

附録　1．昭和41年度文部省科学研究費（試験）申請書控

　　　2．労働調査論文献一覧（抄）

石　川　晃　弘

郎
男
夫

治正

和

秀

原

池
塚

氏

小

戸

十坂寄俊雄：既婚女子労働者に関する一研究一相対的過剰人口研究ノートー，　「現代の

　　経済と統計　蜷川虎三先生古稀記念」　P．259～274

　佐藤浩一：現代における雇用政策の考察；経済研究　（大阪府立大）　15（2），

　　1～22（4，　で　968）

　佐藤浩一：労働移動の経済的効果；社会思想研究　20（2），18～27（2，

　　1968）
　佐藤俊朗：越前平野の自然条件と農業zk利構造　（1）；（葺）；水利科学　11

　　（6），　15～48；21（1），　8’1～108（2；5，　1968）

　茂森照男（雇用統計課）：建設業における雇用の動向；労働統計調査月報　20

　　（5），　20～23（3，　1968）

　下山；久住（調査課）：労働市場統計からみた’労働力不足’の実態一事例分析を中

　　心に一5労働統計調査月報　20（2），4～9，24（2，1968）

　高田光男：上質紙マシンに関する労働条件調査；総評調査月報　（17），9～24

　　（2，　1968）

　立野　清：戦後の治山長期計画と技術の進展5水利科学　12（イ），127～

　　142（5，　1968）

　土地所有形態再構成の諸論点一1967年度秋季学術大会共通論題準備研究会の記録

　　一（研究動向）；土地制度史学　10（2），60～69（1，1968）

　特集労働力不足とその対策二労働問題（120），65～82（4，1968）

　　経済成長と労働需要P．63～70　　　　　　　　　　　　　　　内　田　忠　夫

　　産業界の労働力不足対策E71～76　　　　　　　　　　　　　沢　間　康　雄

　　最低賃金制の原理P．77～82　　　　　　　　辻村江太郎
＊東京商工会議所企業経営部労働課：企業における労働力の需要予測調査一今後の量的．

　　質的両面の需要見透し一，東京　東京商工会議所　1，1968．142乳　（労

　　働問題資料第29号）

†上杉正一郎：出生性比について，　「現代の経済と統計　蜷川虎三先生古稀記念」

　　P．77～90

　渡辺兵力1地域人口の動態；農業総合研究　22（2），179～202（4，

　　1968）
　　　　　　　　　　　　　　　　　－16一



山口喜一；山本道子：昭和40年を中心とする都道府県別標準化人ロ動態率：人口問

題研究（105），54～58（1，1968）

K　生産と生産活動

　K1　生産と生産性

経済統計課労働生産性係：労働生産性変動の構造｝労働統計調査月報　20（1），

　14～20（1，　1968）

K2　産業構造　産業組織

阿部昌夫：企業誘致条例の現状一地方自治体と誘致条例一；工業立地　7（4），

　4～25（4，　1968）

秋谷重男：日本資本主義と都市問題；現代の理論　（51）、66～76（4，

　1968）
天谷章吾：最近の自動車部品工業系列化の動向；レフ7レンス（205），82～

　96（2， 1968）

　青山干城：東北地方都市についての一考察；開発金融（9），24～55（隅1968）

　馬場正雄：日本産業の構造変化一最近の経済統計改定にみる一（時事経済）；日本経

　　済研究センター会報　（78），9～17（15，4，1968）

　米花稔：欧米の現段階における地域開発計画の課題とわが国の場合一国連EOE資

　　料を中心として一；経済経営研究年報　18（皿），1～20（3，1968）

　米花稔：わが国企業の業種別地域的性格の推移一立地の業態的考察一；国民経済雑

　　誌117（5），1～21（5，1968）
＊中小企業庁：中小企業白書　昭和42年度，東京　大蔵省印刷局　4，1968．

　　472，　45P．　￥660

＊藤田敬三；竹内正巳編：中小企業論，東京　有斐閣　2，1968．255P．（有

　　斐閣双書）　冨450

0卜後藤文利：中小企業存続論，　「戦後二十年の経済政策一日本経済政策学会年報X竃一

　　1968」P．79～87
　後藤文利：中小企業存続論；商経学叢（55／56），16～32（4，1968）

　原田統之介1北九州市中小工業の最近の動向一とくに100～299人層について一；

　　九州工業大学研究報告（人文・社会科学）（16），7～30（5，1968）

　早瀬利雄：首都圏総合計画と神奈川県の問題（前編）：経済と貿易　（96），1～

　　52（3，　1968）
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　林　信太郎：国際企業をめざす産業再編成一高まる大型合併の波一；エコノミスト

　　46（18）， 34＾》42（50，4，　1968）

＊市川弘勝編著：現代日本の中小企菊東京　新評論　5，1968．552P．

　　】ζ680

　　内容

序章

第一章　中小企業の構造変化

第二章　中小企業の「近代化」政策

第三章　中小商業問題

　一　日本資本主義と中小商業問題

　二　独占の流通過程・商業部門支配

　三　流通「近代化」政策と中小商業

第四章　下請系列再編成の進展

　　　　　　　　市

　　　　　　　　渡

福　島　久一；中

　　　一　独占支配の強化と中小資本利用の構造変化

　　　二　産業再編成進展と下請系列化

　　　三　下請系列の集約化と下請管理の強化

　　　四　内外独占資本の進出による中小企業再編成の進展

　　第五章中小企業の金融問題

　　第六章　中小企業と税制

　　第七章中小企業の労働問題

　　　一　中小企業の労働市場と賃金

　　　二　中小企業労働者の労働運動

　　第八章零細企業の問題

　　第九章　倒産問題

　　第十章　中小企業「近代化」論批判

　　第十一章　中小企業家・零細業者の運動

　池田善長：都市発展とNew　Townの公共開発1

　　論集（北海学園大）　（19），21～44（2，

＊今井幸彦編著：日本の過疎地帯，東京　岩波書店　5，

　　新書　678）　￥150
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一地域計画の上から一：経済

1968）

　1968　200P　（岩波

猪俣幸一：都市計画における土地利用の研究；社会科学ジヤーナル　（7），1～

　37（4，　1968）

磯村英一：日本の都市化と地方中堅都市構想；不動産研究　10（1），8～15

　（1，　1968）
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　伊藤俊夫：都市的集積の分析一スピーゲルマンの所説一；経済学研究（北大）　18

　　（1），　1～24（5，　1968）

†伊藤善市：拠点開発政策と都市形成，　「戦後二十年の経済政策一日本経済政策学会年

　　報X竃一1968」E95～104
　亀井正義：仲田正機：高度経済成長下の地域経済一長崎県佐々町を例として一；国際

　　経済大学論集　1（2），99～124（2，1968）

　寡占化の新段階と産業政策（座談会）：上野裕也5力石定一；中村秀一郎；林　信太

　　郎；東洋経済　（5406｛），84～96（11，5，1968）

　川上秀光：大都市計画の論理と出発点；世界　（269），215～224（4，

　　1968）
　菊地一郎：奈良県工業の地域構造；奈良教育大学紀要（人文・社会科学）　16

　　（1），　55～70（2，　1968）

　木内信蔵：都市の本質とその問題；開発金融　（9），18～25（2，1968）

＊公正取引委員会事務局経済部調査課：主要産業における生産集中度　昭和58年～昭

　　和41年，東京　同課　5，1968．114P．

　牧谷；田辺；佐藤；池田：パターン解折への提案＝4；5（最終回）＜日本列島の地

　　域構造・図集〉を読む；地域開発　（41），59～44；（42），58～64

　　（2；5，1968）

　正井泰夫：世界的視野から見た日太の都市の過密さ；国民生活研究　7（4），1～

　　15（5，　1968）

＊松岡一男：中小企業論，東京　新生社　4，1968．228P．　￥tOOO

　松島静雄；羽田　新；石川晃弘：中小企業における集団化一清水地区木材産業の事例

　　一：社会科学紀要（東大）　（17），↑～118（5，1968）

　松浦茂治：鉄鋼・石油等装置系工業の瀬戸内地域・大分地区への立地について一主と

　　して貿易面より考察一；研究所報（大分大）　（2），94～152（3，

　　1968）
＊三井田一男；高田康治編：日本の都市政策，東京　合同出版　4，1968．ろ61P．

　　￥1，000

　三品頼忠：中小工業集団の構造変化；名城商学　17（4），151～158（5，

　　1968）
＊宮沢　弘：新国土計画論一土地利用計画の提唱「東京　有斐閣　5，1968．

　　292P　 ￥1，200　　　　　　■
　森川英正：三井財閥の多角的重工業化過程（下）；経営志林　5（1），1～26

　　　（4，　1968）

　永田浩二：下請関連業種の再配置問題；工業立地　7（5），40＾48（5，

　　　1968）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－19一



†新野幸次郎：戦後二十年の産業組織政筑　「戦後二十年の経済政策一日本経済政策学

　　会年報X「旺一1968」P．20～52

　20年後の日本　高密度経済社会一経済審議会地域部会報告について一（対談）：出

　　席者　徳永久次；鈴木雅次（あいさつ）伊藤俊夫言工業立地　7（1），38～

　　49（1，1968）
＊日本工業立地センター：わが国産業基盤の現況と整備計画，通商産業省企業局立地公

　　害部監修，東京　同センター　5，1968．774亙　　冨9000

＊日本リサーチセンター：20年後の都市生活，安永武呂監修，東京　東洋経済新報社

　　4，　1968●　271P．　 1ζ980

　仁科正夫：都市における生活の二重構造；現代の理論　（51），77～84（4，

　　1968）
　岡崎昌之5小栗幸夫：東海道メガロポリスの現状と諸問題；地域開発　（42），

　　43～51（5，　1968）

　大野信三：現代における企業の集中；商経論叢（神奈川大）　ろ（5），1～31

　　（2，　1968）

　太田進一：「下請制」と「企業系列」に関する学説史的研究；同志社大学大学院商学

　　論集　（2），52～62（5，1968）

　大塚金久：二十年後の地域経済社会の展望と課題；自治研究　44（1），115～

　　136（1，　1968）

　斎藤守生：地域開発と商圏変動一大分県の場合一；研究所報（大分大）　（2），

　　155～168（3，　1968）

　斎藤定信：中小企業工場団地の現状；工業立地　7（5），17～25（5，

　　1968）
　酒井惇一；渡辺　基：東北・北海道の産業構造と地域開発；農業経済研究報告　（9），

　　55～86（3，　1968）

　　第1部東北の産業構造と地域開発P．55～55

　　第2部　北海道の産業構造と地域開発P．55～86

　坂下　昇：「全国地域計量モデルの研究」を読んで；東北開発研究

　　12（1，　1968）

＊佐貰利雄：地域開発と金醜東京　全国地方銀行協会　㌔

　　（銀行叢書　第145巻）

　重光　蔵：地域開発，その理念と条件；研究所報（大分大）

　　（3， 1968）
　重光蔵：明治100年，大分県開発の前後

　　報（大分大）　（2），241～259（5，1968）
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1968　555P　　　　　　　　●

（2），　74～95

研究所報2号への資料と感想；研究所

一20一



　末石冨太郎：都古閣発と水質汚濁防止一計画的な立場と水質経営との関連一；水利科

　　学寸2（D，1～21（4，1968）
　鈴木諒一：地域計量モデルの性格について；三田商学研究　11（1），75～94

　　（4，　1　968）

　鈴木信太郎：東京50粁圏の都市構造と交通計画（その2）｝不動産研究　10

　　（1），　56～62（1，　1968）

＊竹林庄太郎；上林貞次郎；前川恭一；牟礼早苗：中小企業の研究，京都　ミネルヴァ

　　書房　2，1968．502P．（経営経済学選書　4）　￥t400

　　内容

第1部ヨーロツバの中小企業

　第1章　独占資本主義とドイツ小売商一発展史的考察一

　第2章　イギリスの中小企業

第2部　日本の中小企業

　第5章　資本主義の発展と中小工業問題

　第4章　下請制度の歴史的考察一泉南機業における問屋制から

　　　　　下請制への展開過程

　第5章戦後日本の中小工業問題

β
　

β

白
い
白
い

治

太

貞
庄

林

林

上

竹

前　川　恭一

一

苗

恭
早
川
礼
前
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　田中　博：地域開発研究の問題点：商経学叢（55／36），1～15（4，

　　1968）
　田中　穣：鐘紡と東邦レーヨンの合併く未遂〉一繊維独占資本の再編成一；名城商学

　　17（4），　159～↑89（3，　↑968）

＊統計研究会地域開発研究委員会：明石鳴門架橋にょる地域開発における意義及び

　　国民経済的効果等についての調査研究　第2次報告書，東京　同会　5，1968．

　　150P
　　内容

序文

1　総論　要約と提言　P．1～15

亙　架橋投資の国民経済的意義　P．16～20

正　大規模プロジエクトとしての架橋　P．21～28

W　地域間交流と観光産業への効果　P．29～108

V　投資効果の計量について　E109～125

竃　　「中四国地域体制研究調査報告書」における藤井モデルにつ

　　し、て　 P．126～150

郎
市
郎
男
雄
一

知

伊
善
二
達
利
健

山
藤
本
田
貫
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中
伊
坂
吉
佐
宮

荒 憲治郎

＊統計研究会地域開発研究委員会：明石鳴門架橋の投資効果の計量分析一西日太経済

　　分阪用・地域間産業連関の拡大モデ〃による計量分析，東京　同会’㍉1968．

　　101P　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　－21、一



＊統計研究会国際経済研究部会：資本自由化と産業構造に関する研究，東ズ　同会

　　5，↑968．62亘　（国際経済研究資料　50）

　　内容

　　第1章貿易・資本の自由化と産業政策の考え方　P・1～54　　篠　原　三代平

　　第2章　資本自由化と中小企業一製造工莱について一　P．55～

　　　　　　48　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泉　　　三　義

　　第3章　西ヨーロツパにおける資本自由化をめぐる問題点一西ド

　　　　　　イツを中心として一P．49～62　　　　 巽　博一一
特集・圏・プロツク総合開発計画5地域開発（43），1～76

　　（4，　1968）

　北海道の総合開発計画P・1～9　　　　　　　蝦名賢造
　東北開発の諸問題P・10～16　　　　　　東北経済連合会事務局

　首都圏総合計画と市民計画’P．17～24　　　　　　　　　　　小　川　忠　恵

　中部圏開発整備に関する提案について　P．25～36　　　　　中部開発センター

　近畿圏整備と大阪の再開発P．57～48　　　　　真島毅夫
　　「中国地方のビジョン」について（試案）　P．49～57　　　　竹　内　晴　雄

　国土総合開発への私見一四国開発の側に立って一　P．58～

　　70　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　本　輝　幸

　九州プロツク総合開発計画　P．71～76　　　　　　　　　　　毛　利　　　広

特集・産業立地；地域開発（44），13～76（5，1968）

　農業立地の諸問題P・15～20　　　　　　　渡辺兵力
　エネルギー産業の立地　E21～44　　　　矢　田　俊文；鈴木峯　二

　最近の工産業立地の動向　P・45～53　　　　　　　　　　　山　本　正雄

　商業の適正配置P．54～68　　　　　　　荒川裕吉
　産業立地分肝の手法P．69～76　　　　　　　西岡久雄
特集　都市政策に関するアンケート；地域開発　（40），1～49（1，1968）

特集・都市政策について｝地域開発（41），1～58（2，1968）

　都市行政　P・り～5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鵠　飼　信　成

　都市財政　P．4～7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遠　藤　湘　吉

　生活基盤の整備P．8～12　　　　　　　　磯村英一・
　都市交通について　P．15～16　　　　　　　　　　　　　　八十島　義之功

　都市再開発と防災問題　P．17～23　　　　　　　　　　　　　大　来　佐武郎

　都市政策の基本理念と基本的動向　R24～25　　　　　　　　酒　井　正三郎

　都市の地域社会の秩序形成　P．26～51　　　　　　　　　　弐　村　英　一一

　都市対策としての農業，農村対策　巳32～3ろ　　　　　　　川　野　重　任

　都市政策としてのレクリエーシヨンP．54～38　　　磯村英一
　　　　　　　　　　　　　　　　一22一



　特集・45年度地域開発関連予算案；地域開発　（42），14～42（5，

　　1968）
　　地域開発関連予算の全貌　P・14～19　　　　　　　　　　　　及　川　昭　伍

　　地域問題の視点からみた43年度公共投資　R20～26　　　　井　上　喜代重

　　地方債計画と地域開発　P・27～34　　　　　　　　　　　　　小　寺　弘　之

　　ことしの農業の姿一昭和45年度農林関係予算について　P．55

　　～42　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京　谷　昭　夫

＊東京都企画調整局：東京の長期展望に関する討論会議事録，東京　同局　2，

　　1968．174P．（企画調査資料　石18）

　　内容

　　1　各論

t
2
5
4
5
6

首都地域整備政策の回顧

東京の機能

東京およびその周辺の地域経済（一都四県の人口・雇用・

所得・生活構造に関する20年後の展望）

建設投資総量

住宅および事務所の配置と交通体系について

食料需要と供給

　　π　総括討議

＊東京都立大学都市研究会：都市構造と都市計画，東京

　　1968　668P　　「￥3，000　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　内容

　　序論

　　第1部　都市構造に関する研究一現状分肝を中心に一

　　　第1章資本主義の発展と東京の都市構造一明治期の地図と統

　　　　　　　計資料よりみた一

　　　第2章　社会体系としての大都市の構造と機能

　　　第3章　通勤交通からみた大都市地域の構造

　　　第4章　都布の規嘆体系と大都市地域

　　第丑部都市闇題に関する研究一問題点の分肝を中心に一

　　　第1章　日本の都布問題一初期の研究成果一

　　　第2章　近世都布の枠会問題一江戸の地代・店賃問題を中心と

　　　　　　　し（一

　　　第5章　住宅問題の展開

　　　第4章　都市地域の災害と公害一環境整備計画との関連におい

　　　　　　　て一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一23一
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東京大学出版会　2，

谷 重　雄
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　第5章　都市と青少年問題

第皿部　都市計画に関する研究一問題の解決策として一

　第1章　明治期における都市計画一一東京について一

　第2章　都市計画の計画性

　第5章　昭和前期の都市計画

　第4章　都市行政と資本予算制度　　　　　　林

　第5章　大都市圏の発展と計画一戦後の東京大都市圏

　　　　計画の変遷～
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　東京都首都整備局計画部：移転工場の現況について一工場等跡地取得事業一；工業立

　　地7（5），48～54（5，1968）
　上田篤：日本都市論一知多半島で考えたこと；展望　（112），45～60

　　（4，　1968）

　上野　登：地域調査の方法論的考察；産業労働研究所報　（45），15～27

　　（5， 1968）
　笈場一郎：北九州・神戸両市の勤労者世帯の家計支出分析の資料について；北九州大

　　学商経論集　3（3／4），1～10（5，1968）

　山田浩之；井原健雄：部門間の連関構造一「5部門分割モデル」にょる実証分析一；

　　経済論叢　101（5），25～42（5，1968）
†山田一郎：神奈川県における工業団地化の現状と課題一独占資本への奉仕的性格性批

　　判「　「戦後二十年の経済政策一日本経済政策学会年報X竃一1968」P・115

　　～127
　山口辰男：都市の変貌と市民意識（2）一スプロール地区市民とト㌔ナヅ化地区市民との

　　間にみる市民意識の相違一；経済と貿易　（96），66～98（5，1968）

　山中篤太郎：資本自由化と食品工業中小企業；調査時報（中小企業金融公庫）　9

　　（4），　1～56（5，　1968）

　安場保吉：経済発展論における「二重構造」の理論と「日本資本主義論争」；社会経

　　済史学　 34（1），　79～92（4，　1968）

　安富正訓：北海道，東北の経済社会の姿と若干の地域政策についての考察一地域計量

　　モデルの条件付予測結果からみたところの一；開発金融　（9），36～44

　　（2，　1968）

＊矢崎武夫：現代大都市構造論一新しい人間生態学的研究一；東京　東洋経済新報社

　　5，　1968●　255］P●　　￥1，500

†吉沢栄蔵：工場団地の現況と問題点一静岡県下における実態一；「戦後二十年の経済

　　政策一日本経済政策学会年報XW－1968」P．105～112

　結城清吾：わが国開発政策の課題（一）；社会科学討究　15（3），57～62

　　（5，　1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　－24一



K3　個々の産業

＊東京都経済局：東京の産業　昭和42年度，東京　同局　3，1968　189亘

K3A　農業

　浅井　W：養豚i業における系列化と養豚経営；農業経済研究報告　（9），87～

　　106（5，　1968）
†古島敏雄：農民の技術改良と農学の発展，「高橋幸八郎；古島敏雄編：近代化の経済

　　的基礎　大塚久雄教授還暦記念　1，東京　岩波書店　4，1968．」P・517

　　～532
　平野　蕃：構造改善事業の評価と展望；農業構造改善　6（4），2～6

　　（　4，　1　968）

　平山嘉夫；池　善英二農地流動化に関する経営的研究；農業構造改善　6（2），

　　シ～14（2， 1968）
＊池本喜三夫：農業経営革命，東京　ダイヤモンド社　3，1968，296互

　　￥450
＊井野隆一；螂峻衆三；重富健一編：戦後日本の農業と農民，東京　新評論　5，

　　1968　 402P　　￥i　900
　　内容

　　総論　戦後日本資本主義の展開と農民層分解

　　序章　戦後日本資太主義の再生産構造と農業問題の所在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川上正道；井野隆一

第一一章　農民層分解の全国的・統計的考察

　第二章　戦後農政の展開と農民層分解

　第三章　従属的国家独占資本主義と農村市場

　第四章　戦後農村社会の構造と変貌過程

　各論　農民層分解の諸相

　第一章　稲作

　第二章　畜産

　第三章　果樹

　第四章　園芸

　第五章　山村

石黒重明：構造改善の村のその後

　6（　5），　2～7（　5，　1　968）

　　　　　　　　　　　　　　　　－25－一
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富山県礪波市東野尻地区の場合；農業構造改善



＊石渡貞雄：農業経済学原論農業経済学（上），東京亜紀書房　4，1968

　　212P　　￥600　　　　　　●
　五十鈴川　寛：裏東北稲作地帯における機械化と生産組織の動向：農業経済研究報告

　　（8）， 67～108（2，　1968）

　岩崎和夫：畜産および飼料の需給動向；通商調査月報　（143），2～21

　　（1，　1968）

　解説　昭和42年度農業白書

　　第1部農業の動向

　　第5部昭和42年度において講じょうζする農業施策；農林統計調査　18

　　　　　　（4），　1～64（4，　1968）

　金沢夏樹：農業経営の個別性と集団性；農i業構造改善　6（1），9～13（㌔

　　1968）
　金子　良：水田圃場整備の問題点；農業構造改善　6（4），7～12（4，

　　1968）

　加藤功男：平坦でないたばこ作農家の前途；農林統計調査　18（5），56～

　　65（　5，　1　968）

　河村　望：日本農村の支配機構一農村社会学における「近代化」論の批判一∫人文学

　　報　（東京都立大）（64），27～80（5，1968）

　小林　茂：都市化にともなう農村経済構造の変容；社会科学ジヤーナル　（7），

　　85～1　97（4，　1958）

　小林康平：午乳の出荷および集乳費用の研究一罐集乳方法とバルク集乳方法の比較一；

　　農業総合研究　22（2），39～98（4，1968）

　児島俊弘：都市と地域青果市場ゾヌテムー地方都市のクース・スタディー；農業総合

　　研究22（2），99～137（4，1968）．

＊栗原藤七郎：現代文明と農業問題，東京　未来社　5，1968．295Pレ

　　￥800

　馬越佑次郎：破行現象めだつ近年の農産物市場；農林統計調査　18（5），56～

　　40（5，　1968）

＊真継　隆：経済発展と農業生産一（又部省科学研究費補助金特定研究課題番号

　　957018）一；京都　京都大学経済研究所　5，1968．28P．、

　　（］K工ER　6802）

　光岡浩二：近郊農業の地理学的研究法；名城商学　17（4），105～150

　　（5，　1968）

三浦文夫：農家と医療保障の若干の問題点について：農林統計調査　18（2）．

　　7～1　1（2，　1　968）

　　　　　　　　　　　　　　　　－26一



三輪昌男：協合組合理論の若干の検討（一）一近藤理論系譜の諸研究について一：社

　会科学研究（東大）　19（4），77～118（3，1968）

　水原正亨：日本の経済発展と農業　Agricultural　production　and

　　the　economic　development　of　Japan　1875－1922＿
　　By　James　I．　Na・kamura－（Princetoη，　Princeton

　　University　Press，1966）〔紹介〕：大阪大学経済学　17（4），

　　1　05～1　15（5，　1968）

＊森　博男：農民層分解の研究，名古屋　愛知学院大学経営研究所　4，1968．

　　231P．（愛知学院大学経営研究所研究叢書　第2号・）

　長野直臣：農地改革と農業水利；水利科学　12（2），57～76（4，1968）

中山誠記離是康彦：食糧需給の国際比較：農業総合研究22（2），1～38

　　（4，　1968）

＊農林省：農業の動向に関する年次報告　昭和42年度；昭和45年度において講じよ

　　うとする農業施策（第58回国会（常会）提出〕，東京　同省　1968．

　　251；61P．2冊
＊農林省大臣官房調査課：計量経済モデルによる午乳経済分析，東京　同課

　　5，1968．185P．（計量資料　5）

＊農林統計協会：図説　農業年次報告　昭和42年度，東京　同協会　5，196旦

　　64　251　61P　 ￥600　　　　，　　　　　　　，　　　　　　　●

＊林野利用一東北地方における農業的・農民的開発の実態一，東京　農政調査委員会

　　3，1968．119P．（日本の農業一あすへの歩み一57）

　　内容

　　第1部課題へのアブローチ　　　　　　　　森　巌夫
　　第2部　コメント（石川英夫；横尾正之；森　巌夫；東畑四郎；大内　力；

　　　　　　笠井恭悦；今村奈良臣；阿部正昭）

＊佐賀米作地帯の階層分化，東京　農政調査委員会　2，1968．98P．（日本の

　　農業一あすへの歩み一　56）

　　内容

　　第一部　課題へのアブローチ　　　　　　　　　　　　　　　　高　島　昭二郎

　　第二部　コメント：石川英夫；松尾孝嶺；坂本楠彦；小倉武一一；高島昭二郎；

　　　　　　今村奈良臣；綿谷赴夫；赤嶋昌夫；田中　定；東畑四郎

　酒井淳一：請負耕作に関する一考察一新潟県蒲原平野における賃貸借型請負耕作・う分

　　析一：農業経済研究報告　（8），59～65（2，1968）

　清水良平：養蚕農家の地域性とその階層変動；農業総合研究　22（2），1ろ9～

　　1　77（4，　1　968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－27一



　岨　常次郎：水箔生産力の段階的発展と大豊作一土地生産性の段階的発展についての

　　統計的分析試論一（一）；（二）；農林統計調査　18（1），61～65；18

　　（2），　55～65（1；2，　1968）

　高橋寛次：たぽこ作経営の現伏と問題点一宮城県黒川郡大郷町の実態から一；農業経

　　済研究報告　（8），109～130（2，1968・）

　田中　修：農家の蓄積に関する一考察；国民経済雑誌　117（4），19～55

　　（4，　1968）

＊東畑精一編：日本農業の変革過程，東京　岩波書店　5，1968．567乳

　　冨2，000

　　内容

序章　高度経済成長期の農業

第一部　農家経済および農政

　第一章　農業人口の流出と農家の変動

　第二章　農産物需給と価格

　第三章　農業政策の対応

　第四章　農業関連産業の展開

　第五章農業協同組合の発展と変貌

第二部　農業技術の展開過程

　　　　はじめに

　第一章　稲作技術の発展

　第二章　畑作技術の展開

　第三章　疏菜園芸の発展

　第四章　果樹生産における技術革新

　第五章　畜産技術の展開

　第六章養蚕技術の変化

第三部　最近における農業経営の展開過程

　第一章　農業経営成果の概況

　第二章　農業経営の構造的変化

　第三章　農業経営方式の変化

　第四章　技術進歩と農業経営

　第五章　新しい方向の模索

情四部　農村の社会的変動

　第一量　変動する農村

　第二章　家族生活の変化

　第三章　村落社会の変化

一 28一
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　　　第四章　地方自治と農村

　　　第五章　農村と国の政治

＊統計研究会農i齢じ計研究部会：集団栽培と米作生産力，東京　同会

　　66P．　（農業統計研究資料　32）

　　内　容

　　第り章集団栽培と米作労働生産性（調査結果の概要）　P．

　第2章集団栽培と米作労働　P．11～38

　第3章集団栽培と農民層　P．59～66

特集く経済調査〉；東京農林統計季報（16），2～21（1

　養鶏経営の現状と問題点　P．2～6

　近郊農家の経済構造　P．8～17

　昭和41年度農業経営調査の成績　P．18～21

特集　昭和42年産水稲豊作要因の統計的分析；農林統計調査

　38（3，1968）
　42年産水稲豊作要因の統計的分析　P．8～14

　水稲生産力の動向と発展の条件　P．15～20

　山形県における42年稲作の豊作要因を探る　P．

　滋賀県に論ける昭和42年稲作の豊作要因を探る　P．

　福岡県における42年稲作の豊作要因を探る　P．

福　武
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　西　幸生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原　田　　　弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21～26　松本欣也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26～30松尾宗次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31～54　原田健造

　　近年における稲作技術の性格一42年豊作をもたらしたもの一

　　P．35～38　　　　　　　　　　　 仮谷　桂
＊富山県農業水産部：農業のうごき，富山　同部　5，196a．268P．

　植松五郎；小林健治；新居見高治；田川純一；米崎末光：特集　解散協業経営の実態を

　　探る〈畜産部門解散協業経営の事例を中心に〉；農林統計調査　1、8（2），

　　12～27’（2，　1968）

　渡辺兵力：過疎地或農業問題への接近（未完）；農業構造改善　6（5），8～12

　　（5，　1968）

　渡辺　基：開拓地大規模草地酪農の組織と経営；農業経済研究報告（8），1～38

　　（2，　1968）

　屋宜宣二郎：全町に展開される機械化・近代化農業一一静岡県大浜町全町構造改善事業

　　の実態と問題点一；農業構造改善　6（1），2～8（1，1968）

　矢尾板日出臣：山麓豪雪村における農業構造の展開方向一米・豚の新潟県南蒲原郡下

　　田村一　：農業構造改善　6（2），2～8（2，1968）
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＊吉村正晴；都留大治郎：経済発展と小農法則，東京

　　394P．￥1，800

　　内　容

　　序説　問題の提起と全体の素描

　　第f部　現段階の小農法則

　　1　蓄積と市場の発展速度との相関性

　　互　資本蓄積と農産物価格問題

　　箪　小農κお・ける地代

　　W　分割地農民と価値法則

　　V　改革後の地代形態と農地価格

　　竃　農民階層分化の形態

　　第2部分解の現局面

　　1　経済発展と農業就業人口・戸数

　　皿　水田地帯における富農形式

　　血　戦後における果樹農業の展開構造

　　］V　養豚の経済分析

　　V　和牛の生産と流通

　　W　林野所有と山村民一後進地育秣化の反省のために一

御茶の水鋸　3，1968．
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農業近代化と小農経営の展望一自小作前進論の位置づけ一都
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K3B　林　　業

　白書を解析する一第四回林業白書をめぐって一（座談会），出席者　赤羽　武；

　　奥地　正；松本謙蔵；村島由直，司会　高野了乙5林業経済（234），7～5f

　　（4，1968）

＊農林統計協会：図説　林業年次報告　昭和42年度，東京　同協会　5，1968．

　　41，219，75，　30P．　￥500
＊林野庁：林業の動向に関する年次報告　昭和42年度，東京　日本林業協会　5，

　　1968．219，73，　30P．　￥450
’白鳥　明：木材の需給動向；通商調査月報（145），22～55（1，1968）

K3C　漁　　業

中野　卓：北大呑諸村とその師網の変遷；能登灘浦台網漁業史（その四）一一庵娩大

　敷網株式会社と村落構造の機能連関一；社会科学論集（教育大）（15），1～

80（3・1968）　　＿50＿



田沢英一：尾鷲市三木浦の漁業調査報告（3）一カツオ・マグロ漁業における資本と

　労働一：法経論集（静岡大学法経短期大学部研究紀要）　（24），33～62

　（2， 1968）

K3D　鉱　　業

＊小葉田　淳：日本鉱山史の研究，東京　岩波書店　5，1968．760，32P．

　　￥2，500

K3E　建設業

菊地利夫：骨材砕石業の発展とその諸問題；水利科学　12（2），1～19（4，

　1968）

K3F　工業 製造業

＊林喜世茂；中村忠一：石油化学の将来，東京東洋経済新…報社4，1968．

　　266，5乳￥480
＊」淋貞治郎；井上　清：工業の経済理論　増訂版　京都　ミネルヴア書房　5，1968

　　570P．附録（一）参照文献　P．345～352　附録（二）参考文献解説（研

　　究案内）　乳　55ろ～370　　￥1，200

＊川崎　勉：戦後鉄鋼業論，東京　鉄鋼新聞社　5，1968．666，15P」

　　￥2，000

　小林靖雄：資本自由化と自動車コニ業一イギリスおよびEECにおける展開を中心として

　　　一；調査時報（中小企業金融公庫）9（4），57～46（3，1968）

＊小平勝美：自動車，東京　亜紀書房　5，1968．　410只　（野口　酷監修　日本

　　産業経営史大系　第5巻）　￥1．200

　腰原久雄；三浦　東；阿妻和子：規模の経済と機械工業についての一考察；機械経済研究

　　（1），49～59（5，1～λ68）

†中村精：名古屋地方陶磁器工業組識論一競争と独占の日本的形態一3「戦後二十年

　　の経済政策一日本経済政策学会年報X竃＿1968」P．88～94

　日本紡績協会：特集　昭和42年中の紡績業；日本紡績月報（257），11～99（5，

　　1968）
　日本紡績協会調査部：特集　紡績業における構造改善問題とその経緯；日本紡績月報

　　　（256），28～76（4，1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－31一



　大橋周治：寡占体制に向かう鉄鋼業界一八幡・富士合併の問題点をつく一　；エコ

　　ノミスト　46（19），14～20（7，5，1968）
　佐藤満秋：鉱工業生産と国際収支一国際収支悪化の責任を担った鉱工業生産一；通

　　商産業研究　16（2），41～60（4，1968）

　佐藤満秋：世界二位κ達した工業生産水準3通商産業研究　↑6（2），2f～40

　　（4，　↑968）

　柴田純一郎：機械工業における生産力構造の検討一昭和30年，55年，40年に…白

　　ける生産力指標の比較一　；機械経済研究（1），29～48（5，1968）

　高橋　昇：規模の経済　4　鉄鋼業一1000万トン製鉄所の意味するもの＿；

　　経済評論　17（4），111～119（4，1968）
　高村直助：日本紡績業の確立と構造（一）一一八九〇～一九〇〇年一；社会科学研

　　究（東大）19（4），1～76（391968）
　富森度児：戦後日本の電気機械産業；経済学研究（北大），18（1）．25～86（5戊968）

＊通商産業省大臣官房調査統計部統計解析課：昭和42年の鉱工業生産活動，東京　産業

　　材料調査研究所　3，1968．207P．（統計解析シリーズ　雁10）

　わが国自動車需要の中期見通し一その成長屈折点についての試論一；調査月報（開

　　銀）　17（2）⑨3～46（5，1968）

　U」田英一：鋼鋼原料の輸入動向；通商調i査月報（143），54～51（1，1968）

　山浦鉱［：鉱工業生産と物価動向一根強い工業製品の価格上昇一；通商産業研究

　　16（2）g　73～89（4，　1968）

吉田稔：拡大上昇を続けた鉱工業生産一四二年の鉱工業生産活動の特色と今後の見

　通し一；通商産業研究　16（2）．2～20（4，1968）

　吉永芳史：東北地方と自動車産業；東北開発研究　7（3），4～8（4，1968）

K3G　商　　業

　荒川肪吉：スーバーマーケットとセルフサーピス店の国際比較；調査月報（国民金融

　　公庫）（’86），57～74（5，1968）

＊中小企業振興事業団：経営機能調査報告書一我国商業の生産性分析一，東京　同事

　　業団　3　1968　　38P　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　藤田貞一郎：中央卸売市場法の成立と生鮮食料品市場の構造＿日本資本主義発達史の

　　一蜘；松山商大論集　18（6），1～38（2，196e）

　細野孝一：日本とアメリカの小売商業センサスについて；調査月報（国民金融公庫）

　　（86），　54～56（5，　1968）

　井上忠勝：わが国における百貨店企業の成立と模写的企業者；経済経営研究年報　18

　　（豆），45～73（5⑨1968）
　　　　　　　　　　　　　　　　－32一



　村本福松：百貨店の分店経営に関する日米比較ξ調査月報（国民金融公庫）（86），

　　20～53（5，　1968）
＊中瀬寿一一：日本広告産業発達史研究，東京　法律文化社　4，1968．495⑨3互

　　￥2，000

＊大阪府立商工経済研究所：大阪における小売市場の実態調査，大阪　同所　5，196q

　　250互　（経研資料　廠462）

　杉村暢二：中心商店街の繁華度指数と業務中心地（CBD）め類型に関する路線地頽の

　　研究三不動産研究　10（り），．90，～95（1〃1968）

K3H　エネルギー産業

＊石油連盟調査童委員会原油グループ：石油産業論一原油の実態とその経済的検討一，

　　東京東洋経済新報社4，1968．296乳￥1・20C
吉村正晴：エネルギー産業としての石炭鉱業の地位の変遷に関する若干の資料；産業労働

　研究所報　（44），45～70（5，1968）

K3」　運　輸 交　通

　阿部三夫：経済発展と物的流通革新一違輸経済懇談会中間報告一；運輸調査月報9

　　（10）ル16～24（1，1968）
＊有末武夫：躰の交通一その地或的考察一；東京　古今書院　5，1968．

　　595］P　　￥2，800
　　　　　●
　福島真義：バス事業の労務問題とワンマン化への期待；運輸と経済　28（5），57～

　　47（3，1968）
　日比野和幸：国鉄赤字線廃止案をめぐって；運輸と経済　28（2），21～27（29

　　1968）
　市嶋武視：将来の国内鉄道網；運輸と経済　28（5），23～51（5，1968）

　伊藤毅一：航空事業に泊ける生産性と労使一日本航空の場合一；運輸と経済　28

　　（3），58～65（5，1968）
＊角本良平：鉄道と自動車　1億2000万人の交通計画，東京　日本経済新聞社　2，

　　1968．207．ir（日経新書70）　￥260
　橘高弘昌：国鉄経営と賃金；運輸と経済　28（3），13～21（3，1968）

　国鉄を考える＿公共料金問題を考える前提として一（対談），丸山英人；伊東光晴；

　　運輸と経済　28（4），，ろ0～58（4，1968）

＊増井健一：交通経済論g東京　東洋経済新報社　4シ1968．　250P．　￥850

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－35一



　松平　精ご電子技術から見た将来の鉄道交通；運輸と経済　28．（5）917～22

　　（5，1968）
　松浦道夫：都市交通ワーキング・グループの中間報告について；運輸調査月報　9

　　（1　0），　25～50（1，　1968）

　桃井直造：首都高速道路の必要性とその現況3不動産研究　10（2），54～59

　　（4竃，1968）

　小川博三：都市交通流の実態と対策に関する一考察；運輸と経済　28（2），39～

　　46（2，1968）
　岡田秀雄：東京都における野菜・果物の輸送；運輸調査月報　　9（11／12），1～

　　12（591968）
　岡本哲治：国鉄の独立採算制と運賃決定原則；運輪と経済　28（2），13～20

　　（2，　1968）

　岡野行秀：国鉄財政と定期旅客運賃；違輸と経済　28（4），19～27（4，

　　1968）
　大島国雄：独立採算制のi基本理念；運輸と経済　28（4），12～18（4，

　　1968）
　太田恒武：交通事業の労使関係をめぐる法的諸問題一最近の福島交通事件から＿；

　　運輸と経済　28〈5），24～36ふ〈3，1968）

　佐々木誠治：神戸港の発展指標について（その一）一貿易量i指標と船舶量指標との関

　　連を中心に←；経済経営P研究年報　18（皿），21～45（3，1968）

　佐竹義昌：交通業における生産性と賃金；運輸と経済　28（3），5～12（3，

　　コ968）

　渋谷行雄：道路行政と行政広域化一公共投賢，特に道路投資の経済効果に関する研究

　　＿；社会科学ジャーナル（7＞，63～84（4，1968）

＊総理府：陸上における交通事故一その現状と対策一　昭和42年度版，東京　大蔵省

　　印刷局・1，で968．　250P．　￥400
　田上繕治：国鉄財政の危機と国鉄法；運輸と経済　28（2），9～↑2’（2，

　　1968）
　田口芳明：郊外鉄道における競争の特質一関西地方鉄道史への覚え書き一　；研究と

　　資料（大阪市立大）（26），69～97（5，1968）

　田原栄一：観光客動態統計の方法的基礎一運輸省の観光地入込観光客調査基準を中心

　　として一　；研究所報（大分大）（2），33～73（5，1968）

　高橋和也：日本道路公団の事業の現況とその問題点；不動産研究　10（2），67～

　　79（4，　1968）

田中白有：都営交通事業財政再建計画の意義と問題点；運輸と経済　28（5），

　　48～56（5，　1968）
　　　　　　　　　　　　　　　　　－34一



　津崎武司：国内空：運の現状と将来；：運輸と経済　28（5），42～50（5，

　　1968）

　梅本義人：交通投資よりみた昭和43年度予算；運輸と経済　28（4），40～46

　　（4．　1　968）

宰運輸省：運輸部門を中心とした地域間産業連関表の作成と解析一グラヴィティ・モデル

　　による地域流動分析一．東京　同省　5，1968．　57P

　運輸省大臣官房統計調査部調査解析課：物資の地域別需給と流動調査にっいて；運輸調

　　査月報　9（10），1～15（1，1968）
＊運輸省大臣官房統計調査部調i査解析課：昭和4U年産業連関表　運輸省担当部門推計作

　　業報告（案）総生産額・投入・産出配分に関する推計作業等について；（付表），

　　：東京　　同課　　31　1　968．　　1　57；1　05P．　　2冊

＊運輸省港湾局臨海工業地帯課：港湾投資の地域開発に及ぼす効果に関する調査報告書

　　（港湾資産の把握と分析），東京　同課　5，1968．　81P．（港臨計資

　　42－4）

　占部都美：国鉄財政の再建について；運輸と経済　28（2），3～8（2，1968）

　八十島義之助：首都圏地域の交通体系；運輸と経済　28（5）⑬2～16（5，

　　1968）

　吉兼三郎：道路交通はどうなる；運輸と経済　28（5），34～41（5，1968）

K3L　サービス業

＊総理府内閣総理大臣官房審議室：観光白書　昭和45年版，東京　大蔵省印刷局　5，

　　1968．　285P．　￥540
　特別調査　情報産業は離陸する；東洋経済（3406）⑨44～59（11り5，

　　1968）

L　　企　業 経　営

相原　光：東南アジアにおける日本の企業進出（3）．；経済と貿易（96），99～

　112（5，1968）
麻生平八郎：国家，公企業および技術について；運輸と経済　28（1），56～44

　（1，1968）
中小企業における専門化　日本学術振興会委託調査結果報告；商工金融　18（4），

　1～55（4，1968）
　内　容

一 55－一



1　中小企業における専門化

皿　電線工業における専門化の問題点

皿　各委員の専門化に関する意見（メモ）

　「専門化」にっいて

工業における企業単位の専門化

　専門化に関するメモ

　「専門化」についての覚書

　中小企業における専門化一意義・可能性・問題点・あり方一

専門化についての覚書

　「専門化」について

　中小企業の専門化問題

専門化について

　「専門化」について（1つの「交通整理的」な覚え書）
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　檀上邦夫：部品工業における体質改善；経営経済（大阪経済大）（5），109～

　　151（3，1968）
　本邦主要会社i業績調査一昭和42年上期；興銀調査月報（158），2～108（5，1968）

　細野日出男：わが国三大公益事業の経営比較一九電力・国鉄・電電の貸借対照表と損益

　　計算書を中心に一：公益事業研究19（3）ナ1～59（3分1968）

　市橋昭平：下請企業の実態分析（その2）；北九州大学商経論集　5（2），51～

　　65（1，1968）
　一瀬智司：地域開発と公共企業；公益事i業研究　19（5），107～129（5，

　　1968）
　池田　彰：中小企業海外進出の条件；工業立地　7（2），15～21（2，」968）

　磯部浩一：資本自由化と下請関係フ調査時報（中小企業金融公庫）9（4），47～

　　56（3，1968）
　上林正矩：従業員特株制度の総合的研究一日本およびアメリカの経済制度的考察一；証

　　券研究　 （23＞，　1～77（5，　1968）

＊加藤　寛編：日本の公企業，東京　日本経済新聞社　4，1968．　268P　（日

　　本経済研究センター双書　12）　￥1・200

　　内容

　　第1部経済発展と公企業

　　　序章　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加　藤　　　寛

　　　第1章重化学工業部門の公企業　　　　　　 力石定一
　　　第2章　建設部門の公企業　　　　　　　　　　　　　　　　　原　　　次　雄

　　　第3章　低生産部門の公企業

一ろ6一



　　　　第1節　構造変化と経済政策　　　　　　　　　　　　　　　高　村　寿　一

　　　　第2節　中小企業の近代化と中小金融機関　　　　　　　　　　　　　〃

　　　　第3節　投資育成会社による自己資本充実　　　　　　　　　　　　〃

　　　　第4節　消費生協の公的役割　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

　　　　第5節　農業関係における公企業の役割　　　　　　　　　　加　藤　　　寛

　　　第4章　金融・証券市場と公企業

　　　　第1節公企業の資金調達　　　　松浦保
　　　　第2節　金融公企業論　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊　沢　久　昭

　　　　第5節公企業と証券市場　　　　　　　　猿渡雄介
　　　　第4節　地方公営企業の資金調達　　　　　　　　　　　　　　坂　田　期　雄

　　第2部　公企業の計量的分析

　　　序章　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丸尾　直美

　　　第1章公企業投資の構造・効果の計量的分析

　　　　第1節　公企業投資の定義とその特質　　　　　　　　　　　河　合　　　聡

　　　　第2節　公企業投資の構造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

　　　　第3節投資関数における公企業投資の特長　　　　　　　　　　　〃

　　　　第4節　マクロモデルによる公企業投資の決定　　　　　　　　藤　尾　憲　司

　　　　第5節　公企業投資の生産力効果　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

　　　　第6節公企業投資の需要効果　　　　　　　　　　　　　　〃

　　　第2章　電気事業の計量的分析　　　　　　　　　　　　　　　大　沢　悦　治

　　　繁5章　国鉄の計量的分析　　　　　　　　　　　　　　　　　　本　田　勇一郎

　　　第4章　電電公社事業活動の計量的分析　　　　稲　庭　康　一；東　　　直　毅

　　　第5章公企業の経営指標　　　　　　　　　　　　　　丸尾　直美

　　　付録　　日本における公企業の現状と分類　　　　　　　　　　坂　田　期　雄i

＊小林義雄：世界企業と日本一資本自由化の実態＿，東京　日本関税協会　5，

　　1968　　150P　￥280
＊公正取引委員会：公正取引委員会年次報告　昭和42年版，東京　大蔵省印刷局　2，

　　1968　328P　￥570
　森　芳三：郡是製糸株式会社長井工場の生産過程；山形大学紀要（社会科学）3（1），

　　31～92（1，1968）

＊日本労働協会：年報　日本の労使関係　昭和45年版　東京　同会　3，1968

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一き7一



　　　4071）　￥1，200

　　内　容

　　第一部　経済成長と労使関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　山　伊知郎

　　第二部　労働事情概観

　　第三部　労使の方針・意見

　　第四部　労働問題に関する社説

　　第五部　労使関係研究論文

　　　　　　労働組合と産業政策　　　　　　　　　　　　　　　　　　白　井　泰四郎

　　　　　　組織労働者の意識動向一階層帰属意識と組合・政治意識一松　尾　　　均

　　　　　　官公労働者の争議権　　　　　　　　　　　　　　　　　　花　見　　　忠

　　　　　　公社・公務員の労使関係一ILO八七号条約批准に伴う関係国内法に現われ

　　　　　　た団体交渉観一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高　梨　　　昌

　　　　　　技術革新と若年層労働者　　　　　　　　　　　　　　　　中　條　　　毅

　　第六部　労働関係資料

＊日本生産性本部労使協議制常任委員会：労使関係白書　昭和45年版一国際化時代の労使

　　関係一　日本生産性本部労使協議制常任委員会報告書，東京　日本生産性本部生産性労

　　働資料センター65・1968・169亘

　岡本秀昭：終身雇用制と労使関係の諸類型一昭和30年代の合成化学産業を対象とする予

　　備的分析一；人丈学報（東京都立大）　（64），1～51（5，1968）169P．

　再販売価格維持制度は必要か（月例シンポジウム　政策の経済学）；柿沼幸一郎；伊東光

　　晴；岡内貞夫；鶴田卓彦；日本経済研究センター会報（78），32～43（15，

　　4，196e）

　関島久雄：公益企業概念の考察；公益事業研究　19（3），85～106（3，

　　1968）

　島田晴雄：年功制の史的形成について一戦前八幡製鉄所の事例研究一；三田学会雑誌

　　61（4），4u～75（4，1968）

　竹林庄太郎：資本自由化とわがくκ中小企業：経営経済（大阪経済大）　（5），55～

　　92（5，1968）

＊東京都経済局商工部調査課：東京都における小規模工業の実たい，東京　同課　5，

　　1968　　82P　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　・

＊津田真激：年功的労使関係論，京都　ミネルヴア書房　1，1968　286，3P．

　　（経営経済学選書　5）　￥1，200
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－38一



M国民所得の分配と支出

　有冨重尋：消費者行動研究序論（その三）：名城商学　17（4），191～201

　　（391968）
　東　英夫；北沢敏男（調査課）：賃金構造にみられる最近の変化の特徴とその背景；労

　　働統計調査月報　20（4），8r　7（4，1968）

　東　英夫（調査課）：学歴別にみた゜生涯賃金゜格差の変化に関する一試算；労働統計

　　調三査月報　　20（1），4～9（1，1968）

　賃金・物価・所得政策一国民経済における春闘の分折一（座談会）：中村隆英；

　　金森久雄；小尾恵一郎；高i梨　昌；エコノミスト　46（17），38～47

　　（25，4，1968）
　賃金統計課賃金構造第1係：最近における賃金構造¢動向・－42年賃金構造基本統計調

　　査の結果概要一；労働統計調査月報　20（5），24～27，．52（3，1968）

　藤井成子（調査課）：世帯主年令別にみた家計構造の日米比較；労働統計調査

　　20（3），13～19（3，1968）
　羽倉一雄：大分地区新産業都市建設の進展にともなう県内住民の社会生活；研究所報

　　（大分大）（2），16g～215（5，1968）

　石原俊麿（雇用統言惰果）昭和42年年末臨時給与の支給状況一毎月勤労統計調査特別集

　　計結果一；労働統計調査月報　　20（5），19～21（5，　1968）

†上妻幸英：日本資本主義賃金史試論一三池炭鉱における賃金形態と労働強化の構造一

　　「竹内理三編：九州史研究，東京　御茶の水書房　6，1968．515B」

　　R469～492
　片岡　博；山王丸　ノリ（調査課）世帯主年令別κみた家計の動向；労働統計調査月報

　　20（4）⑨　18～23（4，1968）

　国民生活研究所：生活圏と生産圏の連動モデル；国民生活研究　7（4），32～53

　　（5，　1968）

　国民生活研究所：生活協同組合の機能と活動の実態；国民生活研究　7（5），

　　1～15（4，1968）
＊国民生活研究所：世帯変動と生活構造一日本のライフ・サイクル，東京　東洋経済新報

　　社　 6，1968θ　214P．「｝ζ1，000

　河野彰夫：在庫投資の分折①適正在庫水準どう把握するか（景気分折）；日本経済

　　研究センター会報（77），25～29（1，4，1968）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ＊南　亮進：労働需給と賃金沢定　PhilliPδ　曲線の理論的性格と「alterna一

　　七ive　approach」についての覚え書き，東京　一橋大学経済研究所数量経済研

　　究プロジエクト，5，1ジ68．　9P．　（数量経済研究シリーズ　菰36）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－39一



＊溝口敏行：農家貯蓄の項目別分析，東京　一橋大学　経済研究所数量経嬬究プロジ

　　ェクト4，　1968．f4P．（数量経済研究シリーズ雁33）

　溝口敏行：消費者の欲望体系と広告　互　家計調査による消費行動の要因分析5マー

　　ケティングと広告　13（5），10～16（5，1968）

　村形光三：設備投資の地域的展開一45年度地域別設備投資動向を中心として一

　　；工業立地　7（5），29～57（5，1968）
　永野不二朗（賃金統計課）：職種別賃金構造に関する一考察；労働統計調査月報

　　20（1），10～15926（1，1968）
　中村隆英：日本経済と労働者の生活；総評調査月報（19），2～16（4，1968）

　中村孝士：消費動向をめぐる五つの視点一景気調整は順調に浸透＿　；エコノミス

　　ト　 46（19），　34～41（7，　5，　1968）

＊日本経営者団体連盟事務局：激動する国際環境と日本経済一産業平和と賃金合理化

　　一；同資料編，東京　同局　1，1968．100フ126E　2冊　￥180

　　；320
＊日本生産性本部賃金決定機構専門委員会：昭和42年春季賃金交渉分析，東京　日本

　　生産性本部生産性労働資料センター　2，1968．131P．（カバータイトル

　　昭和45年版賃金白書一日本の賃金交渉分析一　）　￥500

　野村総合研究所：消費パターンの変化と購買慣習に関する調査一消費者行動のマク

　　ロ的分析一；調査月報（国民金融公庫）（85），1～47（4，1968）

＊小野　旭：戦後にキける規模間賃金格差，東京　一橋大学経済研究所数量経済研究プ

　　ロジエクト　5，1968．57E（数量経済研究シリーズ　石35）

　坂井好郎：明治大正期・一地主の家計分析一六十町歩地主丁家の研究（2）一；

　　名城商学17（4），41～86（3．1968）
佐藤智雄：国民生活と生活構造（二）　　生活時間と生活空間

　7（5），16～23（4，1968）
島田晴雄：わが国賃金決定機構の計量分析（一）；三田学会雑誌

　34～64（5，　1　968）

竹内

　（　1　05），　5～1　2（5，　1　968）

；国民生活研究

61（5），

宏：昭和42，43年度設備投資計画について；調査月報（長銀）

滝沢菊太郎：昭和50年代における規模別賃金格差の再検討；調査時報（中小企業金

　融公庫）　9（2），1～55（5，1968）

田中秀夫（賃金統計課）：最近における建設労務者の賃金；労働統計調査月報　20

　（2），　15～18（2，　1968）

一40一



　田中隆雄：「高度成長」過程におげる独占資本の賃金政策＿「安定賃金制」を中心と

　　して一；同志社大学大学院商学論集　（2），1～31（5，1968）

＊谷　重雄：住宅問題入門　住居水準へのアブローチ，東京　日本経済新聞社　4，

　　1968●　215iP　￥260
＊東京大学社会科学研究所：都心地における宅地住宅の変遷一東京都台東区竹町の場合

　　　一東京，東京大学出版会　5，196a　216λ　　￥1・800

　藪孝平：定点観測・ある過疎地帯の記録；国民生活研究7（4）．14～25

　　（5，1968）
　山田恵男（賃金統計課）：港湾および陸上運送関係事業における賃金などの動向一昭

　　和42年屋外労働者職種別賃金調査の結果概要一；労働統計調査月報　20（5），

　　14～18（5，　1968）

　N　　財　　　政

　蝦名賢造：租税体系と間接税の地位　L経済論集（北海学園大）＠9），1～20

　　（2，1968）

　藤田武夫：昭和45年度地方財政計画の分析と批判一「好転」財政の実体と矛盾＿；

　　平和経済（82），11～25（5，1968）

＊林栄夫：財政論，東京筑摩書房5，1968．427P．（経済学全集18）

　　￥820
　　別冊：財政学方法論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　本　憲　一

　　　　　経済成長と財政収支　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水　野　正　一一

　細見　卓：昭和43年度税制改正について；租税研究（219）⑨10～18（5，

　　1968）
　井手文雄：ドル防衛下の日本財政の方向；経済評論　17（4），58～49（4，

　　1968）
　稲葉洲臣：税制簡素化の回顧と展望（1）～（2）；租税研究（218），24～31

　　；　（　2　1　9　）　，　26～54　　（　4’；　5，　1　968）

　井藤半彌：地方財政の均衡に関するブキヤナン，ジエンキンス，イーペンの論争；租税

　　研究　 （219），2～9　（5，1968）
　＊自治省：地方財政白書　昭和41年度，東京　大蔵省印刷局　3，1968，515P．

　　　￥950

　＊自治省：地方財政の状況　昭和43年5月，東京　同省　3，1968．515E

　　木下和夫：財政硬直化と財政運営のあり方；社会思想研究　20（1），19～27

　　　（1，1968）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－41一



　松野賢吾：予算政策の発展；租税研究　（218），2～10（4，1968）

　緒方信一郎：地方財政白書にみる最近の地方財政の状況；自治研究　44（5），83

　　～100（5，1968）
　岡崎守男：戦後資本蓄積と国家財政の役割一いわゆる財政硬直化に関連して一；

　　現代の理論　（51），11g～12g（4，1968）
　佐藤昌一郎：製鉄所特別会計の成立（下）一一戦前日本における官業財政の展開と構造

　　〔V〕＿；経営志林　5（1），27～47（4，1968）
　瀬川次郎：昭和45年度予算および地方債計画，地方税制改正について；地域分析　6

　　（2），1～7（3，1968）

　志村嘉一：国債管理政策の現状と問題点；農林金融　21（4），10～16（4，

　　1968）
†高橋誠：戦後二＋年の財政政範「戦後二＋年の経済政策一日本経済政策学会年報

　　WI－1968」P．15～19
＊高橋　誠；柴田徳衛編：財政学，東京　有斐閣　3，1968．311，10P．

　　￥550

　特集　予算と物価：経済（48），21～115（4，1968）

　　新年度予算案の総括的批判　P．21～47　　　　　　　　　飯　沼　一　夫．

　　政府物価統計の欺まん性一消費者物価指数を中心として＿

　　P．48～62　　　　　　　　　　石田　望
　　野さいと肉の価格動向としくみ　P．63～78　　　　　　　美土路　達　雄

　　佐藤内閣の米価政策批判一一九六八年度食管会計予算案の検討一

　　P．79～86　　　　　　　　　　千田史郎
　　流通「近代化」と中央卸売市場　P．87～96　　　　　　　津久田　一　郎

　　物価値上げ反対運動の前進　P．97～107　　　　　　　　津　田　　　宏

　　く資料〉物価値上げ反対全国活動者会議の基調報告（安保破棄・諸要求貫徹中央実

　　行委員会主催，一九六八年二月一八日）P．108～115

　　〈特集〉財政・金融政策と独禁政策；　公正取引（210），2～15

　　　（4，1968）

　　　競争維持政策の意義　P．2～3　　　　　　　　　　　　山　田　精　一一

　　　財政・金融政策と独禁政策　P．4～7　　　　　　　　　　宇田川　璋　仁

　　　財政政策と独禁法の相関　P．8～11　　　　　　　　　　金　子　太　郎

　　　独占禁止政策と金融政策　P．12～15　　　　　　　　　佐　藤　　　隆

　宇田川璋仁：財政硬直化・公債・減税；税務大学校論叢　（1），39～61（4，

　　1968）

　山本栄一：法入税の短期転嫁をめぐって；租税研究　（215），5～13（1，

　　1968）　　　　　　　　　　　　　　　　　　－42一



山本昌三：地方財政支出の種々の側面；迫手門経済論集　2（2），16～27（5，

　1968）

　P　貨幣　金融　保険

＊花田　実：金融モデルのサーベイ（未定稿），東京　一橋大学経済研究所数量経済研究

　　プロジェクト　5，1968．11P．　（数量経済研究シリーズ　廠34）

　市岡幸三：農協融資の一側面一農外融資の新展開とその意味一；農林金融　21

　　（5）⑨9～15（5，1968）

　飯田繁：貨幣流通の諸法則と貨幣政策；経済学雑誌　58（4），25～52（4，

　　1968）
　井上周八：現代日本の米価問題（続・完）一その「虚偽」と「真実」＿＿；立教経済

　　学研究　22（1），43～82（5，1968）

　近畿地域の銀行預貸金予測5調査月報（神戸銀）（307），24～51（3，1968）

　前川　寛：わが国損害保険市場の構造；三田商学研究11（1），214～231（4，

　　1968）
　松本久雄：オーバー・ローンと株式市場；証券経済（102），12－59（2，

　　1968）
　武藤剛一：「金融再編成」の現段階；経済（49），95～110（5，1968）

＊日本銀行調査局：臼本金融史資料昭和編　第二十巻　金輸出解禁・再禁止関係資料（一）

　　一金輸出解禁・再禁止一般一（土屋喬雄：「金輸出解禁・再禁止関係資料」

　　（一）解題　P．1～31）東京　大蔵省印刷局　2，1968．752P．

　　￥2・000

＊野口　祓；荒川邦寿；山本　繁；松本雄二：日本の都市銀行　富士　住友　三菱　三和

　　三井，東京　青木書店　4．1968．516P．￥680

　　1　総　　論

　　五富士銀行　　　　　　　　　　　 荒川邦寿
　　皿　住友銀行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野　口　　　i祐

　　IV　三菱銀行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　本　　　繁

　　V三和銀行　　　荒川邦寿：野口　蕨；山本　繁
　　VI　三井銀行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松　本　雄　二

　則武保夫：ドル防衛と金融政策；経済評論17（4），50～60（4，1968）

†酒井一夫：管理通貨制下の流通量，「現代の経済と統計蜷川虎三先生古稀記念」

　　P．　1　85～203

　佐波宣平：産業連関表における保険業の生産額（特別寄稿　京都大学佐波教授退官最終

　　講義）；損害保険研究　ろ0（1），219～235（2，1968）

　資金循環からみた主要国の金融構造；調査月報（日銀）　19（4），1～20（4，

　　1968）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－45一



　志村嘉一：日本資本市場における信託会社一一資本市場の拡大・発展と信託会社の進

　　出＿；　 イ言言モi（73），　3～37（1，　1　968）

　杉野因明：日本における金融政策の展開とインフレーションーその論争史的研究（1）

　　一；産業労働研究所報（45），28～47（3，1968）

　鈴木金三：資金偏在の理論的分析；東北開発研究　7（3），9～13（4，1968）

＊館　龍一郎；鎌倉　昇編：金融経済講座　1　経済成長と金融，東京　東洋経済新報

社

1
2
3
4
5

＊館　龍一郎3鎌倉

　　社

　　内

1
2
3
4
5

4，1968　218P．￥680
経済成長と金融

戦後日本の成長と金融

産業構造と金融

二重構造と金融

物価と金融

　　　　　　昇編：金融経済講座　皿

5，1968．　282P・￥780
容

金融市場

銀行のビヘイビァ

家計と貯蓄

企業の行動と金融

金融資産の蓄積

　　　　　　　　鎌

　　荒　　憲治郎：花

　　　　　　　　建

　　　　　　　　吉

　　　　　　　　石

金融と金融市場，東京
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田

堀

水

川
浜
浜

＊統計研究会財政金融研究部会信用補完研究小委員会：中小企業信用補完制度の理論的

　　実証的研究，東京　3，1968．48E　（財政金融研究資料　49）

　　内　容

　　はしがき

　　1　信用補完制度の諸問題　P．1～16

　　11信用補完制度と金融再編成P．17～52

　　皿　中小企業の資金需要予測　P．53～48

特集　金融理論の新しい展開；金融ジヤーナル

　1968）
　金融理論の新しい展開について　R　5～9

　金融資産選択の理論　P．10～15

　新しい貨幣理論の展開　P．16～21

　金利構造の理論　P．22～26

郎
雄
哉
一

太長

武

俊
諒

橋

宅
輪
木

高
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鈴

9（4），5～41（4，

わが国金融構造の特質一一資金循環分析の観点から一P一
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　資金偏在と地域間資金循環一銀行行動と関連して一P．55～41

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴　木　金　三

特集　今日の農業金融に望む，農林統計調査　18（5），9～28（5」1968）

金融農政一その現状と問題点一　P．9～12

農業改良資金，特に後継老育成資金にっいて　P．13～16

畜産経営の規模拡大と農業近代化資金制度　E　17～2C

農業構造改善に果たす公庫資金の役割　R　21～25

最近の農協金融の動きについて　P．24～28

美

春

郎
清
雄

　
　
　
　
二

衛
美
吉
宥
久

伯

丸
本
田
中

佐

石

乗
石
竹

わが国経済・企業・金融の中期見通し：たくぎんモデル；調査月報（拓銀）

　（195），55～64（5，1968）
山口　茂：発展的均衡表式における物価と金利；商経論叢（神奈川大）　3（4），

　1～28（3，　1　968）

山本　繁：コンツェルンにおける銀行の位置と役割（ご）一　　三菱・住友・三井を

　申心として一　；商学集志　37（4），ろ0～50（5，1968）

吉田六順也：自立経営と指導金融；長期金融　4（5），4～↑61（5，1968）

Q　価値　価格と物価

　安部一成：日本経済と物価一　1　事実と論点．；2　価格形成と変動一；経済セミ

　　ナー＠45），125～128；（146），145～149（4；5，1968）
　江見康一：サービス料金指数について；経済研究（一橋大）　19（2），152～

　　155　（4，1968）
＊飯田　繁：インフレーシヨンの理論，東京　日本評論社　1，1968．412R

　　￥2，2◎0

　伊大知良太郎：ライラサイクルと消費者物価指数一一とくに生活段階別物価指数の視

　　点について一；経済研究（一橋大）　19（2），97～105（4，1968）

　石原舜介；小原允圃：地価形成因子の分析（その3）一都市の平均地価価格について

　　（その2）一；不動産研究　10（2）g25～55（4，†968）

　御園生　等；石川邦男：腰原久雄：特集　物価問題；月刊総評（129）91C～51

　　（5，1968）
　守田志郎：米価変動の問題点；協同組合経営研究月報　（り74），3～19（3，

　　1968）
十森田優三：物価指数の問題点；「戦後二十年の経済政策一日本経済政策学会年報

　　XVI－－　1　968」　　P．　44～49

＊新野幸次郎：現代市場構造の理論，東京　新評論　4，1968．2フ6P．（現代経

　　済学叢書　5）　　￥950
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－45一



　則武保夫：インフレーシヨンについての一考察一金とインフレーシヨンー‘国民

　　経済雑誌　 ↑↑　7（5），　40～53（5，　1968）

　嶋田久吉：大東京（23区）における地価の推移について；不動産研究　10（2），

　　84～92（4， 1968）
　篠原三代平：生産性格差インフレ論の実証的覚書；経済研究（一橋大）　19（1），

　　59～64（1，1968）
†高木秀玄：蜷川統計学における「物価指数論」，「現代の経済と統計　蜷川虎三先生

　　古稀記念」　P．109～154

＊統計研究会指数研究部会：消費者物価指数の研究，東京　同会　5，1968．74R

　　（指数研究資料　42）

　　内　容

　　　1　生活実感と物価指数　P．1～7　　　　　　　　　　　山　田　　　勇

　　　丑　一般技術体系における等価的消費者物価指数に関する覚え書　P．8～10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　尾　恵一郎

　　　皿CPIと関連指数の比較R11～18　　　　鈴木諒一
　　　IV公共料金指数についてP．19～34　　　　 江見康一
　　　V　都市・農村消費者物価指数の綜合について　P．55～55

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渋谷　行雄

　　　VI　CPI品目選定と確率論導入について　E　56

　　VII消費者物価水準の国際比較上の諸問題　E　57～64

　　V班連鎖指数に関する覚え書　P．65～74

＊統計研究会消費統計研究部会：消費者物価指数検討資料（1）

　　1．連鎖基準物価指数の再評価

　　東京　同会　2，1968．51P．（消費統計研究資料　4）

一

行
雄

諒

敏

和

木

口

藪

鈴

溝

大

2．昭和50～40年連鎖基準方式指数の試算，

＊統計研究会消費統計研究部会：消費者物価指数検討資料（皿）＿各国現行消費者物

　　価指数一覧一；東京　同会　5，1968．25P．（消費者統計研究資料　5）

　湧井洋治：地価対策の新たな視点；自治研究　44（2），91～114（2，

　　1968）

R　経済変動

＊馬場正雄：経済予測における予測統計の利用一展望一一．京都　京都大学経済研究所

　　5，1968．　31R　（KIER　6805）
　畑井義隆：経済成長の労働分析；経済論集（明治学院大）（10），1～31（3，

　　1968）
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　堀　比呂志：ダイナモによる景気予測　43年度はか左りの不況に（景気教室）；

　　日本経済研究センター会報（80），17～26（15，5，1968）

†金子精次：経済成長と二重構造，「戦後二十年の経済政策一日本経済政策学会年報

　　XV［－1　968」　　P．　50～59

　近畿地域の経済予測；調査月報（神戸銀）（308），24～37（4，1988）

＊クズネツツ，サイモン（KUznets・S・）：近代経済成長の分析　上，塩野谷祓一訳，

　　東京　東洋経済新報社　5，1968．261P．

　　Original　title：Modern　economic　growth．　Bate，　StrU－

　　cture，　and　spread↓　NewHaven，　Yale　Univ．　Press，

　　1966．　（Studies　in　Comparative　Economics　7）
　丸尾直美：日英経済成長の比較一イギリメ経済停滞の原因はなにか＿言フエピアン研

　　究19（4／5），18～36（4／5，1968）

　中村隆英：高度成長の再考察；世界（270），128～141（5，1968）

　大川一司：日本経済の生産・分配，1905－1963年一残余”の分析＿6

　　経済研究（一橋大）19（2）9133－151（4，1968）

　成長政策の今後（月例　シンポジウム　政策の経済学）：下村　治；池内得二；藤野正三

　　郎；黒川　茄：日本経済研究センター会報（80），2～16（15，5，1968）

　進藤一男；白川　進；小栗史興；伊達泰芳；深沢　亘；斎藤章二：景気の現状と見通し；

　　通商産業研究　16（1）⑨26・～105（2，1968）

＊塩野谷祓一：経済成長論，東京　日本経済研究センター　3，1968．　115P．

　　（基礎講座シリーズ　・6）

　内田忠夫：ベトナム戦争が終わったら一経済的衝撃の計量的予測　あまり深刻ではない

　　ベトナム休戦シヨツク（景気教室）；日本経済研究センター会報（77），2～9

　　（、，4，1968）

S　国際経済

＊外務省電子計算機室：太平洋地域自由貿易連合が結成された場合の効果の分析，東京

　　同室　5，1968．72P．（電計一68－3）

　嘉治元郎：国際通貨危機と日本経済；中央公論83（5）～94－101（5ッ

　　1968）
　川田侃：核武装の経済的意味；世界（270），32～48（5，1968）

＊川鍋喪：関税同盟の経済効果のモデル分析，京都　京都大学経済研究所　4，1968．

　　28P．　（KIER　6805）
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　緊急特集　金恐慌後の国際通貨と日本；経済評論　17（5），2～58（5，

　　1968）

　　金プール節壊からドル切下げへP．2～7　　斎藤稔
　　新国際通貨制度への二つの道〔インタビュー）R8～15川口弘

　　日本の円不安は根拠がないか〔架空対談〕一金戦争の中の為替相場の教訓一

　　P．16～27　　　　　　　　　　　阪東太郎
　　インタビユー　日本の外貨政策をどう転換すぺきか　P．28～55

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木　村培八郎

　　金投機師の正体（時の話題）　E　56～58　　　　　　　　　J．　K　　瓦

＊小島　清8島野卓爾；渡部福太郎：経済成長と貿易構造，東京　動草書房　2，

　　1968．276P．　￥1，400

　牧野純夫：金プール崩壊後の円・ドル・ポンド；世界（270），116～127

　　（5，　1968）

＊中内恒夫：産業構造と保護貿易，東京　一橋大学経済研究所数量経済研究プロジエク

　　ト　4，↑968．25P．（数量経済研究シリーズ　磁30）

奥村　宏：日本における外国資本（IV）一化学工業一言証券経済（102），

　　40～60（2，1968）
長田五郎：〔資料）横浜港貿易と神奈川県貿易（4）；経済と貿易（96）113～

　　128（3，1968）
島崎久彌：「アジア決済同盟」構想の展開と評価；東京銀行月報　20（3），4～

　　30（3，1968）
新沢嘉芽統：大都市圏の地価形成と土地改策く連載第二回〉にヒ地住宅総合研究

　　（15），45～56（5，1968）
証券と金融をめぐる諸問題（その2）；（その5）；証券経済時報特別号　（9），

　　1～67；（10），　1～63（1；4⑨1968）

　内　容（その2）

　　金融市場と証券市場P．1～19　　　　　　中村孝俊
　　国債発行下におけるマネーフロー一特に企業金融の変化＿

　　P．21～41　　　　　　　　　　外山　茂
　　長期金融と短期金融　P．45～67　　　　　　　　　　　川　口　　　弘

　　（その5）

　　最近の長期金融における諸問題一金融機構再編成問題を中心として一

　　P・1～20　　　　　　　　　　　 原　司郎
　　長期金融と証券市場　瓦　21～42　　　　　　　　　　　　鈴　木　武　雄

　　直接金融と間接金融P．43～63　　　　　　江口行雄

　　　　　　　　　　　　　　　　一48一



　昭和42生における金融・経済の動向：調査月報（日銀）　19（2），1～30

　　（29　1968）

　昭和42年の資金循環；調査月報（日銀）　19（5），1～20（5，1968）

＊建元正弘ほか：国際貿易の計量経済学的分析，東京　日本経済研究センター　5，

　　1968．148P．（研究報告　協19）
　　内　容

　　序　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建　元正弘

　　第1章マクロモデルにおける海外セクター　建元正弘；矢島　昭

　　第2章長期モデルにおける外国貿易セクター：1918－1964

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木　下　宗　七

　　第5章クロス’セクシヨン・データによる輸出関数の計測　　新開陽一

　　第4章経済成長・農業・貿易　　　　　　　 真継　隆
　　付　コメソト　討論者：金森久雄；宍戸駿太郎；渡部福太郎；速水佑次郎客浜田宏一

　建元正弘；矢島　昭；太下宗七；新開陽一；厚見　博；真継　隆：共同研究　国際貿易

　　の計量経済学的分析；日本経済研究センター会報（79），54｛66（1，5，

　　1968）
＊統計研究会貿易マトリックス研究委員会：貿易マトリックスによる世界貿易構造の変化

　　の分析調査一経済企画庁昭和42年度委託調査報告書一；同附表，東京　同会

　　3，　1　968．　140　；71　P．

　特恵問題の進展とその影響：調査月報（日銀）　19（5），1～12（5，1968）

　渡辺太郎：日本の国際収支の動きをきめるもの一ドル防衛の影響評価の基準＿；

　　経済評論　17（4），26～37（4，1968）

　山県裕三：ドハ防衛と産業・貿易への影響；経済評論17（4），61～71（4，

　　1968）
　吉野俊彦：ドル不安とわが国の景気政策一国際情勢のきびしさを再認識せよ一書

　　工こ7ノミスト　46（21），14～23（12，5，1968）
＊行沢健三：戦後資本主義諸国の市場分割，京都　京都大学経済研究所　3，↑968．

　　21P．　（KIER　68｛〕1）
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Part工I　Foreign　Language　Litera加re

D Sもaもis七iCS

Basic
　　（De　s　ignated

　　幽（27），

survey　of　cO㎜ercial　ac七ivity　and

1967　Nationa：L

S七a七istics　N。．98）；
29－3ユ　（Jan．　lg　68）

S七a七istical　Notes

　　　　　structure

Sもatis七ical’No七es　of

survey　of　re七ail　price　；
　　　　　　of　Ja　　r1　（27），　40－44 （Jan．　lg68）

Plan　of　full－dre　ss　prete　s七　for　l970　「いrorld　Census　of

　　Agriculture　and　Fore　S七ry；　一
　　（27），　52－56　（Janど　1968）

Results　of　the　survey　on　uses of　elec七ronic　co】【nputer　；
　　　　　18－28　（Jan．　lg68）

RevisiOn　of　base　period　of

Sta七isticaユー　（27），
index　numbers；
　　　　　　　　32－39 （Jan．　ユ968）

苦Sta七is七ical　S七andards　Bure　au，　Administrative　Managelロen七
　　Agency，　皇旦．：　Supp：Lement　七〇　the　mon七hユy　s七atistic　s　of

　　Japan：　ExpユaηatOry　notes，　ユ968．　Tokyo，　Japan　S“しatisti－

　　cal　Association，　Jan．　1968．　189P．　茎6700

El Japanese　economic　his七〇ry

3roadbridge，　Seymour　：
　　The　e　cOnOmic　deve　lOpment　of　Japan　1870　toユ920　：・

　　A　review　article　；一ムレ（2），
　　268－287　（Jan．　lg　68）

Chien－sheng　Shih　：

　　EcOnO皿ic　develOpmen七　in　Taiwan　after　七he　Second　WOr工d
　　War　：Weユtwirtschaf“しユiches　Archiv　100（1），　ユユ3一ユ34

（1968）
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Jones，　．Hazel　J．　：

　　The　fo㎝ula七iOn　of七he　Meiji　gover㎜ent　policy七〇ward

　　もhe　eInploy孤ent　of　fore　igne　rs　；－
　　23（1／？），　9－30　　　　　　　　　　　　　　　　　（1／？，lg68）

Yama㎜ra，　Kozo（山村耕造）’：

　　Are＿examina七icn　cf　entrepreneurship
　　（1868－lgユ2）　：

（Apr．　lg68）

in　Meiji　Japan
　　　　　　，　144Ll58

E2 Japane　se　eConcmy

剛origUchi？Chikashiパ森ロ親司）：
　　Dynamic　prope　rtie　s　of　Japan，s’econOme七ric　mode　ls．

　　Kyoto，　Kyqto　工nstituもe　Of　Econo血ic　Research，　KyOもo
　　Univ．，、2，．1968．　42P．　　（KIER　Discussion　paper　No．　OO6）

F The　main　human　agen七s　and　em7iro㎜en七s
of　ecOnomic　actiマi七y

Broadbridge，　Seymour　3　Collick，　S．　K．　；

　　Japan　l　s　interna七ional　pOlic　ie　s　：　Poli七ical　and

　　economic　mo七iva七icns　；　International　Affairs　44（2），
　　240－253　（Apr二　1968）

Hough，　Richa　r（1　F．　：

　　Impac七　〇f七he　decline　in　raw　siユユ（on　the　Suwa　Basin　of

　　Japan，；一乙44（2），　95・－1i6’（Apr．　：Lg68）

Newe11，　Pauli㎞e：
　　The　pエigh七　〇f七he　sick　or　injured　wage　earner　in　Xi七aka

　　city；社会科学ジヤーナル　　（7），373－429・（4，　lg68）

苓Passin，　Herber七：
　　Japane　se　socie七ア．　　「工nternatiOnal　encyclopedia　Of　the

　　sOcial　日ciences．　Ed．　by　David　L．　Sills．　Vol．8．
　　N●Y．，　The　Macmi：Llan，　：L968．」　　p．　236＿2L9．
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今ξ脆rd，　ROber七E．　：

　　POli『もicaユ　developmenも　in　modern　Japan．　　Princeもon，
　　Princeton　Univ．　Press，　lg68．　　xii，　637P．　（S七udie　s　in

　　the皿odemiza七ion　Of　Japan）　　＄ユ2．50

　　Ccn七en七s．

　　Foreword　　　　　　　　　　John　Whit刀ey　Haユユ
　　エ．　　工n『しroducもiOn．　　　　　　　　　　　　　　Rob　ert　E．　Ward

　　I工．　Amonal℃h　for　modern　Japan．　John　Whi七ney　Hal工
　　工1：［，　poliLica］＾moderr〕ization　and　七he｝｛eiji　Genr6．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Roger　F．　Hacke七t

　　工V．　　Fukuzawa　Y滅（ichi　：　The　philosophica：L　foundations
　　　　　　　of↑｛eユj　i　nationaユism．　　　　　　Aコよ）er七　］M．　Craig

　　V．　Hoderniza七ion　and　fore　ign　poユicy　in｝4eij　i　Japan．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Marius　B．　Jansen

　VI．　War　and　m．odernizaもion．　　　　Nobutaka工ke

　V工工．　Popular　poli七ical　par七icipation　and　political
　　　　　　　　development　in　Japan　：The　rural　level．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kur七　Sもe　iner

　　V工工工．　　Ele　c　tions　and　pcユi七icaユ　mσdernization　in　pre阿ar

　　　　　　　　　Japan．　　　　　　　　’　　　　　　　　　　Rober七　A。　Scalapino

　　工X．　　The　develoP頂enも　of　int｝ere　s七　groups　and　七he　pa七tern

　　　　　　　of　political　moderniza七ion　in　Japan．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Take　shi　工5｝ユユda

　X．　S七ructural　and　functional　differen七ia七ion　in　the
　　　　　　po：Li七ical　moderniza七ion’of　Japan．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・Bernard　S．　Silber鵬n

　XI．　Law　and　poli七ical　moderniza七ion　in　Japan．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dan　Fenno　Henderson

　X1工．　　　　　　　　　　　　’

X工1工．

XIV．

XV．

Decisi。n一噸ng　m　the　Jap賦ese　g。ve㎜en七l
　A．s七udy　of　Ringise　i．　　　　　　Kiyoaki　Tsuj　i

　　Reflec七ions　on　the　aユlied　occupa七ion　and　p工anned
　　polit　ical　charlge　in　Japan．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rober七E．　ward

　The　poli七ics　of　Japan　f　s　modernizaもion　：　The

．aq．七。nQmy・f　choice．　　Arda七h　W．　Burks
Epilogue．　　　　　　　　　　　　　　　　　　Robert　E．　ぬrd

H Na七ionaユ　accoun七ing　－
analysis

エn七er－regユOnal　inPU七一〇U七PU七

工npu七～ou七pu七

七able　for　ユ960　3
　　　　　，　1－13　（Jan． 1968）
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Special　fea七ures　Of　七he

S㌔atistica1　N幽塑
1965　inpu　t声Ou『しpu七　もabユe　；

　　　n　（27），　13－：L7　（Jan．　1968）

S㎜ary　repor七　〇f七he　：Lg65　special　na七ional　wea1七h
　　survey　：　Statis七ical　Notes　of　Ja　　n　（27），　45－51
　　（Jan．　lg　68）

」 ReSource5　0f　produc七iOn

Uki七a，　YtLk　io　（浮田幸男）　：

　　Con七emporary　labor　marke七　in　Japan　；
　　〇七emOn　economic　Studies　（1），37－48　（1968）

K Production●　Production　ac七ivity

K2 工ndu　s七rial　s　truc七ure　＿　エndus　trial
organizatユ・n

工nab　a，　Nob　oru（，稲葉　裏）：

　　Medium　and　small　indus七rial　capitals　and　ユab　or

Concrete　developmen七〇f　proble鵬of　medi㎜and　smaU
　　indus七rie　s　（1）　　　　；　Annals　of　七he　School　of　Business

Adminis七ra七ion　（12），35－50 （1968）

刈akaha七a，　Se　iichi：
　　工ndus　trial　Japan　arld　irldus七rious　Japane　se．　Osaka，　The
　　Nissho　Co．，　2，　1968●　　42Lp．

K3 Spe　c　ific　indus七rie　s
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K3A Agricu1七ure

RosOvsky，　Henry　：
　　Ru∬止）ユe　s　in　the　ricefields　：　Profe　ssor　Naka㎜ra　vs．　the

　　official　sta七istics，．　Agricultural　prOductiOn　and　the
　　eccnomiC　deve　lopmerlt　Of　Japan，　le73一ユ922ひ　By　Jame　s　工．

　　Naka㎜「a°F「ince七〇n，「「ince七〇n　Univ・Press，1966．
　　xxiii，257P・　＄7・50；　Journal　ofムsian　studie　s　27（2＞，
　　　　　　　　　　（Feb．　　　　　　　　　　　　　　　　1968）　　347＿360

K3G Dome　stic　七rade

Tanouchi，　Koichi（田内幸一）：
　　The　credit　card　business　in　Japan　；
　　Journal　of　Co　　e　rce　ard　　ana　ement　5（1），

Hito『しsubashi
35－43

（Apr．　ユ968）

K3J TranSporta七ion

Uda，　Tadashi（宇田正）：
　　On　七he　return－sale　s　七〇　七he　private　ownership　of　the

　　railways　na七iOnalized　during　the　war七ime　：L943－・44　；
　　Otemon　economic　S七udie　s　（1），　7ユーεO　（1968）

M Dis七ribu七ion　of　nationa：L　incOme

†Oh1～awa，　Kazushi（大川一司）：

　　Change　s　in　na七iOnal　incOme　dis七ribution　by　fac七〇r
　　share　in　Japan，　with　discussiOn　Of　PrOfessor　Ohkawa‘s
　　paper．　　「The　disもribu七ion　Of　na七iOnal　income．

　　Proceedings　Of　a　COnference　held　by　the　工nterna七iOnal
　　EcOnOmic　AssOcia七iOn．　Ed．　by　JeaΩMarchal　and　Bernard
　　Ducros・　Lond　on，　Macmillan，　1968・」　・P．　177－lg　5．
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P 恥ney－FinanCe一工nSuranC　e

Miya七a，　KiyOZo（宮田喜代蔵）：
　　RedθnOminatiOn　probユem　of　Japanese　どen　；
　　〇七emon　ecOncmic　Studie　s　（1），21－36　（lg68）

NOri七ake，　YaSuo（則武保夫）：

　　The　Japane　se　capi七al　marke七　；－
　　205（14gO），　287－291　（May］－968）

R Econcmic　growth　r　EconOmic　fluc七uaLiOn

今÷Higg　ins，　Benjamin　：

　　Ec　onomic　developmen七．　　Principle　s，　prob　le］ms，　and

　　polic　ies．　Revised　Ed・　New　York，　W．　W・　Nor『しon＆　CO・，
　　工nc．，　：L96S．　　9ユεP，．．

　　par七　6．　　Case　studie　s．

　　　　　　30。　Three　sUccess　s七〇ries．　P．617－677

　　　　　　　　　　　Japan　：　the　10ne　gTadua七e．　　P．617－6二35

Yama㎜ユra，　KoZo（山村耕造）：
　　R〔∋cent　impOr輪しan七　Japanese　wζ）rks　on　economics・　NihOn　no
　　k¢iki　junkan　［Japa担，s　busine　ss　qy6ユe　sコ，　J㎜kanteki

　　hat七a’もSu－ka七ei　nO　riヱ℃n－tekiうtokei｝teki》　rekishi一七eki

　　bunseki　〔Theoretical，　s『しatistical　and　histqrネcaユ
　　analysis　Of　the　cycユica：L　process　of　deVeユopmentコ．　　By
　　ShOsaburO　Fuj　inO．　Tokyo，　Ke　iso－sh（カo，　：Lg66◆、　588PP．．

　　￥ユ，350　；　Journal　Of　Asian　S七udie　s　27（2），　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，360－366

　　（Feb．］968）

S 工ntema七iOnal　ecOnOmy

今ξPacific　七rade　and　deve：LOpmen七　：　Papers　and　prOceedings

　　O£aCOnfe℃ence　he垣by七he　Jap駆瓦co恥虹c　Rosea℃ch
　　Center　in　January　1968．　Ed．　by　KiyOshi　KOji但a．　　Tokyo，

　　The　Japan　EcOncmic　Research　Cen七er，　：Lg68．　401p．
　　（Center　paper　NO．　9）　　＄5，00

　　Cc）n七en七s．

　　Chap．　ユ．　Canada　and　Facific　trade　pOlicy
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H．　Edward　English
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Chap．　2．　Canadian　七rade，　The　王くennedy　ROund　and　a

　　　　　　　　　　pacific　Free　Trade　Area．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BruCe　Wilkinson

Session　工
Chap．　3．　　New　Zealand　trade　and　aid　pOlic　ie　s　in

　　　　　　　　　　reユatiOn　to　もhe　Pacific　and　Asian　regiOn．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工」．　V．　Castle

Chap．　A．　The　prospec『しs　of　the　econo〕mic　in七egra七ion　of

　　　　　　　　　　Japan，　Australia　and　New　Zealand．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　A．　McDougall

Session　工工

Chap．　5．　　Japan　l　s　intere　s七　in　七he　pacific　trade

　　　　　　　　　　expansion．　　　　　　　　　　　Kiy℃shi　Kojilna

Chap．6．　pacific　ecOncmic　integra七ion；An　Australian
　　　　　　　　　　view．　　　　　　　　　　　　　　Pe七er　Drysdale

Session　工II●

Chap．7．　Anew　wOrld　trade　po工icy　in七he　Pos七一Kermedy
　　　　　　　　　　Round　era：A　survey　Of　a：L七ernatives，　w士しh

　　　　　　　　　　special　reference七〇the　positi。n　of　the

　　　　　　　　　　Pacific　and　Asian　regions．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Harry　G．　Johnson

Chap．　8．　工he　agricu1七ural　ga］〔∫in’七he　Pacific．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　KenZo　He㎜i

Session　工V．

Chap．9．　Financial　aspectls　of　economic　coorpora七iOn
　　　　　　　　　　around　七he　Pacific．　　Richard　N．　Cα）per

Chap．　10．　A　I）ac　ific　Bank　for　工nve　s七men七　and　Settle－

　　　　　　　　　　　men七　一一　工tS　Concep七iOn．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Einosuke　Ashiya

Se55ion　V．
Chap．ユユ．　U．　S．　aid　poユicies　in　Asia．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gu　s七av　Ranis

Chap．　12．　　Japan　1　s　role　irl　Asian　econOmic　developmen七．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Saburo　Okita　；　Akira

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ohnishi

Session　V工●

Free　discussion．
Sessicn　V工工．

Schedule　of　the　COnference．
Lis七〇f泌e　Participaロ七s．
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芸Tussing，　ArlOn　R．　；　Ccmi七in三，　Salva七〇re　；　Gellert，

　　Huber七　J．　：　］二nukaiク　エchircu　；　工wasaki，　Akio　；　Massie，

　　Michael　R．　C．　e七．　aユ．　：

　　A：Laska－Japan　e　ccnOmic　reld七i●ns．　　A　s七udy　of　the

　　PO七ential　contribu七icn　（っf　trade　wi七h　Japan　もo　Alaska　l　s
　　　　　　ひ
econom：LC
EccnOmic
washing七〇n，
Ec人）nOlnic

Oo1ユege，

develbpmen七．　　Frepared　for　Office　Of　Regional
Developmen七，　U．　S．　Depart，men七　〇f　Co㎜erce，

　　　D．C．　Frepared　by工nsti七ute　Of　SOcial，

and　GOver㎜ent　Re已earch，　Universi七y　Of　Alaska，
Alaska．　Jan．　1968．　469p．
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